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幻
の
名
画
を
求
め
て

 

―
―
十
六
、十
七
世
紀
に
お
け
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
素
描
の
絵
画
化
―
―平

　
川
　
佳
　
世

は
じ
め
に

1

　

十
六
世
紀
の
ド
イ
ツ
美
術
を
代
表
す
る
芸
術
家
と
し
て
、
デ
ュ
ー
ラ
ー

は
と
り
わ
け
そ
の
版
画
作
品
を
通
じ
て
後
世
の
画
家
た
ち
に
多
大
な
る
影

響
を
与
え
た
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
一
五
〇
四
年
に
発
表
し

た
銅
版
画
《
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
》（B. 1

）
が
、
理
想
的
裸
体
像
の
一
つ
の
規

範
と
し
て
北
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
画
家
た
ち
に
繰
り
返
し
参
照
さ
れ
た
事
を

思
い
起
こ
せ
ば
、
容
易
に
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ホ
ッ

サ
ー
ル
ト
の
《
ネ
プ
ト
ゥ
ヌ
ス
と
ア
ン
フ
ィ
ト
リ
テ
》2
や
コ
ル
ネ
リ
ス
・

フ
ァ
ン
・
ハ
ー
ル
レ
ム
の
《
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
》3
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
デ

ュ
ー
ラ
ー
の
版
画
か
ら
モ
チ
ー
フ
や
構
図
な
ど
を
作
り
手
側
の
制
作
意
図

に
基
づ
い
て
借
用
す
る
こ
と
は
、
十
六
、十
七
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術

に
お
い
て
は
一
般
的
な
実
践
と
い
え
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、「
デ
ュ
ー
ラ
ー
素
描
の
絵
画
化
」
と
筆
者
が
名
づ
け

た
制
作
実
践
は
極
め
て
特
殊
で
あ
る
。
ま
ず
、
第
一
に
世
に
複
数
あ
る
デ

ュ
ー
ラ
ー
の
「
版
画
」
で
は
な
く
、
こ
の
世
に
一
点
し
か
存
在
し
な
い

「
素
描
」
に
基
づ
い
て
い
る
点
、
第
二
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
素
描
か
ら
モ
チ
ー

フ
な
ど
を
部
分
的
に
借
用
す
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
モ
チ
ー
フ
か
ら
全

体
の
構
図
に
至
る
ま
で
を
極
彩
色
を
用
い
て
厳
密
に
再
現
し
よ
う
と
し
て

い
る
点
。
こ
の
二
点
に
、
通
常
の
絵
画
制
作
を
超
え
た
、
極
め
て
特
殊
な

制
作
環
境
や
意
図
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
興
味
深
い
こ
と

に
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
素
描
を
絵
画
化
し
た
作
品
は
、
三
つ
の
時
代
・
地
域

に
集
中
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
十
六
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
、
一
五
二
〇

年
代
の
レ
イ
デ
ン
、
お
よ
び
十
七
世
紀
初
頭
の
プ
ラ
ハ
、
す
な
わ
ち
、
神

聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ル
ド
ル
フ
二
世
の
宮
廷
で
あ
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
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の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
素
描
の
絵
画
化
の
作
品
群

は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
素
描
と
い
う
形
で
残
し
た
い
わ
ば
「
幻
の
名
画
」
を
、

極
彩
色
に
彩
ら
れ
た
完
成
さ
れ
た
絵
画
と
し
て
現
前
さ
せ
た
い
と
い
う
強

い
欲
望
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
歴
史
的

文
脈
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
間
で
大
き
く
異
な
る
。
本
稿
で
は
、
十
六
世
紀

か
ら
十
七
世
紀
の
北
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
三
度
に
わ
た
っ
て
繰
り
返

さ
れ
た
「
デ
ュ
ー
ラ
ー
素
描
の
絵
画
化
」
現
象
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事

例
に
基
づ
き
な
が
ら
、
そ
の
各
々
の
特
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

１
．
十
六
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
素
描
の
絵
画
化

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
素
描
の
絵
画
化
の
第
一
グ
ル
ー
プ
、
つ
ま
り
、
十
六
世
紀

初
頭
の
ド
イ
ツ
で
制
作
さ
れ
た
作
品
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
一
五
〇
五
年
頃

に
描
い
た
五
枚
組
の
明
暗
素
描

4

に
基
づ
い
て
、
シ
ョ
イ
フ
ェ
ラ
イ
ン
が

一
五
〇
五
年
か
ら
一
五
〇
七
年
ご
ろ
に
か
け
て
制
作
し
、
ザ
ク
セ
ン
選

帝
侯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
賢
明
公
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
教
会
に
奉

納
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
開
閉
式
の
《
オ
ー
バ
ー
・
ザ
ン
ク
ト
・
フ
ァ
イ

ト
祭
壇
画
》5
、
一
五
〇
九
年
の
年
記
を
持
つ
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
水
彩
素
描

《
東
屋
の
聖
家
族
》（
図
1
）6

に
基
づ
い
て
ユ
ル
ク
・
ブ
ロ
イ（
父
）が
描

き
、
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
の
教
会
に
設
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
《
東
屋
の

聖
母
》（
図
2
）7
、
そ
し
て
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
一
五
一
一
年
の
水
彩
素
描

（
図
3
）8
に
基
づ
い
て
ク
ル
ム
バ
ッ
ハ
が
一
五
一
三
年
に
制
作
し
、
ニ
ュ

図 1	 デューラー《東屋の聖家族》
　　　1509年、バーゼル美術館銅版画室

図 2	 ユルク・ブロイ（父）《東屋の聖母》
 1510－ 1511年頃、アウフハウゼン、
 「雪の聖母」巡礼教会
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ル
ン
ベ
ル
ク
の
聖
ゼ
ー
バ
ル
ト
教
会
に

今
も
残
る
《
ロ
レ
ン
ツ
・
ト
ゥ
ー
ハ
ー

の
墓
碑
画
》（
図
4
）
で
あ
る

9
。

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
素
描
に
基
づ
い
て
こ

う
し
た
油
彩
画
が
制
作
さ
れ
た
当
時
、

デ
ュ
ー
ラ
ー
は
い
ま
だ
存
命
中
で
あ
り
、

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
画
家
と
し
て
活
動

し
て
い
た
。
存
命
中
の
画
家
の
素
描
に

基
づ
く
油
彩
画
制
作
と
い
え
ば
、
親
方

が
手
本
と
な
る
素
描
を
描
き
、
忙
し
い

親
方
に
代
わ
っ
て
工
房
の
助
手
が
実
際

の
油
彩
画
制
作
を
担
当
す
る
「
工
房
内

で
の
親
方
と
助
手
の
共
同
制
作
」
が
す

ぐ
に
思
い
お
こ
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
こ
の
三
つ
の
事
例
に
お
い
て
デ
ュ

ー
ラ
ー
工
房
の
工
房
作
の
範
疇
に
あ
る

の
は
、
シ
ョ
イ
フ
ェ
ラ
イ
ン
の
《
オ
ー

バ
ー
・
ザ
ン
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ト
祭
壇
画
》

の
み
で
あ
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
こ

の
祭
壇
画
の
制
作
過
程
も
、
デ
ュ
ー
ラ

ー
が
注
文
と
は
何
ら
関
係
な
く
描
き
か

け
て
い
た
明
暗
素
描
に
基
づ
い
て
、
親

方
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
不
在
中
に
助
手
シ
ョ

イ
フ
ェ
ラ
イ
ン
が
半
ば
独
立
し
た
形
で
自
身
の
様
式
を
用
い
て
制
作
し
た

と
い
う
点
で
、
親
方
の
様
式
を
模
倣
す
る
こ
と
に
努
め
る
通
常
の
工
房
作

と
は
大
き
く
異
な
る

10
。

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
が
油
彩
画
の
手
本
と
す
る
こ
と
を
念
頭
に
素
描
を
描
い
た

と
い
う
点
で
は
、
ク
ル
ム
バ
ッ
ハ
の
《
ロ
レ
ン
ツ
・
ト
ゥ
ー
ハ
ー
の
墓
碑

画
》
の
制
作
形
態
は
通
常
の
工
房
作
に
近
い
。
実
際
、
ク
ル
ム
バ
ッ
ハ
は

一
五
〇
〇
年
ご
ろ
に
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
工
房
に
助
手
と
し
て
滞
在
し
て
い
た

可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
作
品
を
描
い
た
時
に
は
す
で
に
ニ
ュ

ル
ン
ベ
ル
ク
で
独
立
し
た
親
方
と
し
て
自
分
自
身
の
工
房
を
構
え
て
い

た
11
。
従
っ
て
、
本
作
品
は
「
工
房
内
で
の
親
方
と
助
手
の
共
同
制
作
」

の
手
法
に
則
っ
て
、
親
方
同
士
が
共
同
制
作
を
行
っ
た
例
と
い
え
る
。

一
方
、
ヨ
ル
ク
・
ブ
ロ
イ
（
父
）
が
描
い
た
《
東
屋
の
聖
母
》
に
つ
い

て
は
、
さ
ら
に
複
雑
な
制
作
形
態
が
考
え
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
、
そ
も
そ

も
ブ
ロ
イ
と
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
親
方
間
で
共
同
制
作
を
す
る
ほ
ど
親
し
い
関

係
に
あ
っ
た
形
跡
は
な
い
。
ま
た
、
ブ
ロ
イ
作
品
の
元
と
な
っ
た
デ
ュ
ー

ラ
ー
の
水
彩
素
描
《
東
屋
の
聖
家
族
》
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
ク
ル
ム

バ
ッ
ハ
作
品
の
手
本
の
た
め
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
描
い
た
素
描
と
同
様
の
技

法
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
よ
く
観
察
し
て
み
る
と
、
繊
細
な
線
に
よ
っ
て

細
部
ま
で
描
き
こ
ま
れ
た
前
者
の
仕
上
が
り
は
、
見
本
と
し
て
の
み
機
能

す
る
こ
と
を
意
図
し
た
後
者
の
記
号
な
表
現
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
の
で

あ
る
。
こ
う
し
た
諸
要
素
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
制
作
経
緯
が
導
き
だ
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
独
立
し
た
芸
術
作
品
と
し
て
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
描
い
た

水
彩
素
描
《
東
屋
の
聖
家
族
》
を
何
ら
か
の
形
で
入
手
し
た
人
物
が
、
素

図 3	 デューラー
 《「ロレンツ・トゥーハーの墓碑画」のた

めの見本素描》1511年、
 ベルリン銅版画室

図 4	 クルムバッハ
 《ロレンツ・トゥーハーの墓碑画》
 1513年、ニュルンベルク、
 聖ゼーバルト教会
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描
に
基
づ
く
祭
壇
画
制
作
を
デ
ュ
ー
ラ
ー
工
房
と
は
直
接
的
に
は
関
係
の

な
い
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
の
画
家
ブ
ロ
イ
に
依
頼
し
た
、
と
い
う
経
緯
で
あ

る
。
筆
者
は
こ
の
人
物
を
、
丁
度
こ
の
頃
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
に
「
風
景
の
聖

母
」
を
主
題
と
す
る
祭
壇
画
を
注
文
す
る
も
の
の
、
そ
の
依
頼
を
断
ら
れ

た
「
ユ
ル
ク
・
タ
ウ
ズ
ィ
氏
」
す
な
わ
ち
、
ク
ラ
ッ
カ
ウ
出
身
の
豪
商
ゲ

オ
ル
ク
・
ト
ゥ
ル
ツ
ォ
で
は
な
い
か
、
と
推
測
す
る

12
。

　

以
上
、
制
作
の
経
緯
は
異
な
る
も
の
の
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
素
描
の
絵
画
化

作
品
中
、
第
一
の
作
品
群
に
共
通
す
る
の
は
、
何
ら
か
の
理
由
で
デ
ュ
ー

ラ
ー
自
身
に
祭
壇
画
を
描
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
人
物
が
、
デ
ュ
ー
ラ
ー

の
素
描
に
基
づ
く
絵
画
制
作
を
他
の
画
家
に
行
わ
せ
た
、
と
い
う
点
で
あ

る
。
こ
こ
で
、
と
り
わ
け
ク
ル
ム
バ
ッ
ハ
お
よ
び
ブ
ロ
イ
の
事
例
に
際
し

て
疑
問
に
思
わ
れ
る
の
は
、
親
方
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
真
筆
が
得
ら
れ
な
い
の

な
ら
ば
、
な
ぜ
、
親
方
監
督
の
も
と
工
房
の
助
手
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
る

「
工
房
作
」
を
注
文
し
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い

て
は
、
絵
画
化
作
例
が
集
中
す
る
一
五
一
〇
年
前
後
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
工

房
内
で
実
際
に
制
作
さ
れ
た
工
房
作
を
み
れ
ば
、
あ
る
程
度
の
示
唆
が
得

ら
れ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、《
マ
テ
ィ
ア
ス
・
フ
ォ
ン
・
グ
ル
ペ
ン
の
墓
碑

画
》
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
構
想
に
基
づ
い
て
工
房
の
助
手
に
よ
っ
て
制
作
さ

れ
た

13
。
画
面
左
に
佇
む
聖
母
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
自
身
の
筆
に
よ
る
《
聖

母
の
七
つ
の
悲
し
み
》（A. 20–38V

）
の
聖
母
マ
リ
ア
を
手
本
と
し
て
い

る
が
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
真
筆
が
示
す
緊
張
感
の
あ
る
形
態
や
合
理
的
な
身

体
描
写
に
は
、
ほ
ど
遠
い
仕
上
が
り
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

つ
ま
り
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
工
房
の
工
房
作
は
、
親
方
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
作

品
を
望
む
人
々
を
満
足
さ
せ
ら
れ
る
程
に
は
親
方
の
様
式
を
模
倣
し
得
な

い
ば
か
り
か
、
そ
の
質
も
決
し
て
高
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
、

有
能
な
助
手
で
あ
る
シ
ョ
イ
フ
ェ
ラ
イ
ン
や
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
が
去
っ
た

一
五
〇
七
年
以
降
、
こ
う
し
た
傾
向
は
一
層
顕
著
に
な
る
。
質
の
保
証
さ

れ
な
い
工
房
作
を
依
頼
す
る
よ
り
も
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
に
下
絵
素
描
を
依
頼

す
る
、
あ
る
い
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
素
描
を
何
ら
か
の
形
で
入
手
し
、
腕
前

の
保
障
さ
れ
た
親
方
画
家
に
そ
れ
に
基
づ
く
祭
壇
画
制
作
を
依
頼
す
る
方

が
は
る
か
に
質
の
高
い
作
品
が
得
ら
れ
る
と
、
ゲ
オ
ル
ク
・
ト
ゥ
ル
ツ
ォ

や
ト
ゥ
ー
ハ
ー
家
の
人
々
は
知
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
が
第
一
グ
ル
ー
プ
の
概
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
後
世
の
デ
ュ

ー
ラ
ー
素
描
の
絵
画
を
考
え
る
上
で
重
要
な
二
つ
の
要
因
が
す
で
に
現
れ

て
い
る
。
一
つ
は
、
大
量
生
産
さ
れ
る
版
画
が
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
芸
術
を
極

め
て
広
範
囲
の
人
々
に
広
め
た
の
と
は
対
照
的
に
、
油
彩
画
に
関
し
て
デ

ュ
ー
ラ
ー
は
そ
も
そ
も
寡
作
で
あ
り
、
彼
の
工
房
も
そ
の
寡
作
さ
を
補
い

う
る
質
の
高
い
工
房
作
を
制
作
し
な
か
っ
た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
素
描

が
工
房
内
で
の
絵
画
や
版
画
制
作
の
補
助
手
段
で
あ
る
こ
と
が
一
般
的
な

十
六
世
紀
初
頭
に
あ
っ
て
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
、
美
的
鑑
賞
そ
の
も
の
を
目

的
と
す
る
、
独
立
し
た
芸
術
作
品
と
し
て
の
素
描
を
時
折
描
い
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
際
好
ん
で
用
い
ら
れ
た
技
法
は
、《
東
屋
の
聖
母
》
の

よ
う
な
水
彩
技
法
と
、
シ
ョ
イ
フ
ェ
ラ
イ
ン
作
品
の
手
本
に
流
用
さ
れ
た

五
枚
組
の
素
描
や
次
章
以
降
で
論
じ
る
《
大
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
の
丘
》
の
よ

う
な
、
有
色
の
地
に
白
と
黒
の
イ
ン
ク
を
用
い
て
像
を
立
体
的
に
浮
か
び
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上
が
ら
せ
る
明
暗
技
法
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
特
殊
な
技
法
で
付
加
価
値

を
つ
け
た
素
描
を
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
恐
ら
く
、
自
身
の
芸
術
的
関
心
か
ら
、

あ
る
い
は
親
し
い
も
の
へ
の
贈
呈
品
と
し
て
、
制
作
し
た
と
思
わ
れ
る

14
。

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
油
彩
画
の
希
少
性
と
、
通
常
の
素
描
と
は
明
ら
か
に
異
な

る
完
成
度
を
示
す
こ
う
し
た
素
描
の
存
在
が
、
そ
の
後
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
素

描
の
絵
画
化
現
象
を
引
き
起
こ
す
要
因
と
な
る
で
あ
る
。

２
．
一
五
二
〇
年
代
の
レ
イ
デ
ン
に
お
け
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
素
描
の
絵
画
化

デ
ュ
ー
ラ
ー
素
描
の
絵
画
化
の
第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
一
五
二
〇
年
代
に

北
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
レ
イ
デ
ン
で
制
作
さ
れ
た
。
十
六
世
紀
初
頭
の
ド

イ
ツ
、
あ
る
い
は
十
七
世
紀
初
頭
の
プ
ラ
ハ
の
事
例
と
は
異
な
り
、
第
二

グ
ル
ー
プ
の
作
例
は
す
べ
て
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
描
い
た
一
枚
の
明
暗
素
描

《
大
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
の
丘
》（
図
5
）15

に
基
づ
い
て
い
る
。
絵
画
化
作
品

は
現
在
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
絵
画
館
所
蔵
作
品
（
図
6
）
を
始
め
計

五
点
が
確
認
さ
れ
る
が

16
、
様
式
的
類
似
か
ら
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
レ
イ

デ
ン
を
代
表
す
る
画
家
コ
ル
ネ
リ
ス
・
エ
ン
ゲ
ブ
レ
ヒ
ツ
に
近
い
逸
名
画

家
の
同
一
工
房
内
で
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
フ
レ
ッ
ト
・
コ
ッ
ク

は
推
測
し
て
い
る

17
。
こ
れ
ら
の
板
絵
の
も
と
の
設
置
場
所
は
不
明
で
あ

る
が
、
そ
の
二
ｍ
近
い
大
き
さ
か
ら
、
愛
好
家
の
た
め
の
収
集
用
絵
画
で

は
な
く
教
会
に
設
置
さ
れ
た
祭
壇
画
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
元
と
な
っ
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
明
暗
素
描
《
大
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
の

図 5	 デューラー《大カルヴァリオの丘》
 1505年、フィレンツェ、
 ウフィツィ美術館

図 6	 レイデン派《カルヴァリオの丘》
 1520年代、
 アムステルダム国立美術館
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丘
》
は
、
そ
の
名
前
の
通
り
、
高
さ
五
八
セ
ン
チ
、
幅
四
〇
セ
ン
チ
の
大

判
の
紙
に
描
か
れ
た
大
作
で
あ
る
。
深
緑
の
地
に
白
と
黒
の
イ
ン
ク
を
用

い
て
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
城
門
か
ら
処
刑
場
で
あ
る
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
の
丘
ま

で
引
き
立
て
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
が
、
衣
を
剥
ぎ
取
ら
れ
処
刑
を
前
に
深
く

苦
悩
す
る
も
の
の
、
つ
い
に
は
磔
刑
に
処
さ
れ
る
ま
で
の
受
難
の
場
面
が

多
人
数
構
成
で
壮
大
に
描
か
れ
て
い
る
。
本
素
描
の
保
存
状
態
は
残
念
な

が
ら
良
好
で
は
な
い
が
、
キ
リ
ス
ト
の
衣
を
め
ぐ
っ
て
争
う
兵
士
た
ち
の

足
元
に
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
モ
ノ
グ
ラ
ム
の
書
か
れ
た
板
が
現
在
で
も
肉
眼

で
確
認
で
き
る
一
方
、
そ
の
隣
に
は
一
五
〇
五
年
の
年
記
が
施
さ
れ
て
い

た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
本
素
描
の
古
い
模
写
に
基
づ
い
て
一
六
一
五
年
に

制
作
さ
れ
た
ヤ
ー
コ
プ
・
マ
ー
タ
ム
の
版
画
（B. 97

）18
、
あ
る
い
は
次
章

で
紹
介
す
る
ヤ
ン
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
絵
画
化
作
品
か
ら
推
測
さ
れ
る
。

一
五
〇
五
年
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
制
作
さ
れ
た
明
暗
素
描
《
大
カ

ル
ヴ
ァ
リ
オ
の
丘
》
が
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
に
渡
っ
た
経
緯
と
し
て
は
、

一
五
二
〇
年
か
ら
二
一
年
に
か
け
て
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
行
っ
た
ネ
ー
デ
ル
ラ

ン
ト
旅
行
と
の
関
連
が
常
々
指
摘
さ
れ
て
き
た

19
。
旅
行
中
、
デ
ュ
ー
ラ

ー
が
レ
イ
デ
ン
を
訪
れ
た
形
跡
は
な
い
が
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
旅
行
時
に
記

し
た
日
記
の
な
か
で
レ
イ
デ
ン
出
身
の
人
物
が
一
人
登
場
す
る
。
そ
れ
が

新
進
気
鋭
の
画
家
に
し
て
版
画
家
で
あ
る
ル
カ
ス
・
フ
ァ
ン
・
レ
イ
デ
ン

で
あ
る
。
一
四
九
〇
年
代
に
生
ま
れ
た
ル
カ
ス
・
フ
ァ
ン
・
レ
イ
デ
ン
は

デ
ュ
ー
ラ
ー
よ
り
ほ
ぼ
一
世
代
若
い
芸
術
家
だ
が
、
そ
の
銅
版
画
作
品
か

ら
は
、
ル
カ
ス
に
と
っ
て
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
版
画
が
技
法
の
上
で
も
造
形

の
上
で
も
、
極
め
て
重
要
な
手
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る

20
。
一
方
、

絵
画
の
領
域
に
お
い
て
ル
カ
ス
は
、
十
六
世
紀
初
頭
の
レ
イ
デ
ン
を
代
表

す
る
画
家
コ
ル
ネ
リ
ス
・
エ
ン
ゲ
ブ
レ
ヒ
ツ
の
作
風
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
も
、

と
り
わ
け
一
五
二
〇
年
代
後
半
以
降
、
独
特
の
荒
々
し
い
筆
致
と
大
胆
な

形
態
に
よ
り
、
当
地
の
画
壇
に
新
風
を
巻
き
起
こ
し
た
。

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
へ
の
帰
国
間
近
の
一
五
二
一

年
六
月
、
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
に
滞
在
中
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
も
と
に
は
る

ば
る
レ
イ
デ
ン
の
町
か
ら
ル
カ
ス
が
訪
れ
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
を
食
事
へ
と
招

待
し
た
。
二
人
は
肖
像
素
描
を
描
く
な
ど
交
流
を
深
め
た
後
、
ル
カ
ス

は
自
作
の
全
銅
版
画
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
「
八
グ
ル
デ
ン
相
当
の
自
作
品

（m
ein

e ku
n

st fü
r 8 gu

ld
en

）」
を
い
わ
ば
友
情
の
証
と
し
て
交
換
し

あ
っ
た
の
で
あ
る

21
。

筆
者
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
ル
カ
ス
・
フ
ァ
ン
・
レ
イ
デ
ン
へ
贈
っ
た
「
八

グ
ル
デ
ン
相
当
の
自
作
品
」
に
、
問
題
の
明
暗
素
描
《
大
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ

の
丘
》
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
て
い
る

22
。
そ
の
主
た
る
の
根
拠
と
な

る
の
が
、
現
存
す
る
絵
画
化
作
品
五
点
中
四
点
に
お
い
て
、
前
景
の
兵
士

の
も
つ
刀
の
鞘
に
装
飾
体
で
書
き
込
ま
れ
た
文
字
で
あ
る
（
図
7
）。
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
作
品
で
は
「L

・U

・C

・A

・S

・v

・L

」
の
文

字
が
、
ナ
ン
シ
ー
美
術
館
作
品
で
は
「L

・U

・C

・A

・S

・L

」、
個
人
蔵

作
品
で
も
同
じ
く
「L

・U

・C

・A

・S

・L

」
の
文
字
が
、
ま
た
、
損
傷
の

激
し
い
ド
ー
ル
美
術
館
作
品
で
も
「
C
」
を
含
む
文
字
列
が
確
認
さ
れ
る
。

唯
一
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
美
術
館
作
品
に
お
い
て
の
み
鞘
は
空
白
だ
が
、
こ
う

し
た
一
連
の
文
字
は
明
ら
か
に
「
ル
カ
ス
・
フ
ァ
ン
・
レ
イ
デ
ン
」
と
読

む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

23
。
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元
と
な
っ
た
素
描
に
作
者
で
あ
る
デ

ュ
ー
ラ
ー
の
モ
ノ
グ
ラ
ム
が
記
さ
れ
て

お
り
、
か
つ
、
絵
画
化
作
例
に
ル
カ
ス
・

フ
ァ
ン
・
レ
イ
デ
ン
の
絵
画
様
式
が
認

め
ら
れ
な
い
以
上
、
第
二
グ
ル
ー
プ
の

作
品
群
の
制
作
経
緯
は
次
の
よ
う
に
推

測
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
明

暗
素
描
《
大
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
の
丘
》
は

デ
ュ
ー
ラ
ー
か
ら
ル
カ
ス
・
フ
ァ
ン
・

レ
イ
デ
ン
に
贈
呈
さ
れ
、
ル
カ
ス
に
よ

っ
て
レ
イ
デ
ン
の
町
に
も
た
ら
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
素
描
の
存
在
は
レ
イ
デ
ン
で

注
目
を
あ
つ
め
、
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
の
丘

の
急
斜
面
を
利
用
し
て
キ
リ
ス
ト
の
受
難
の
様
子
を
詳
細
に
記
し
た
表
現

が
、
む
し
ろ
祭
壇
画
に
適
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
レ
イ
デ
ン
の
逸
名

画
家
が
、
ル
カ
ス
に
祭
壇
画
制
作
の
下
絵
と
し
て
本
素
描
を
使
用
さ
せ
て

ほ
し
い
旨
、
申
し
出
た
。
ル
カ
ス
は
素
描
の
所
有
者
で
あ
る
自
ら
の
名
を

祭
壇
画
中
に
書
き
込
む
こ
と
と
、
恐
ら
く
は
何
が
し
か
の
素
描
の
レ
ン
タ

ル
使
用
料
を
条
件
に
素
描
に
基
づ
く
油
彩
画
制
作
を
許
可
し
た
、
と
い
う

風
に
で
あ
る
。
実
際
、
現
存
す
る
だ
け
で
絵
画
化
作
品
が
五
点
も
確
認
さ

れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
逸
名
画
家
の
商
売
は
概
ね
成
功
し
た
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

　

本
事
例
も
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
素
描
に
し
た
た
め
た
イ
メ
ー
ジ
が
絵
画
制

作
を
引
き
起
こ
し
た
点
に
お
い
て
は
、
い
わ
ば
「
幻
の
名
画
」
を
実
現
さ

せ
た
試
み
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
興
味
深
い
の
は
、
そ
の

際
、
署
名
と
し
て
残
さ
れ
た
の
が
、
素
描
の
構
想
者
で
あ
る
デ
ュ
ー
ラ
ー

で
も
油
彩
画
を
制
作
し
た
レ
イ
デ
ン
派
の
画
家
で
も
な
く
、
素
描
の
所
有

者
ル
カ
ス
・
フ
ァ
ン
・
レ
イ
デ
ン
の
名
で
あ
る
点
だ
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

国
立
美
術
館
他
す
べ
て
の
作
品
に
お
い
て
、
素
描
に
書
き
込
ま
れ
て
い
た

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
モ
ノ
グ
ラ
ム
は
消
去
さ
れ
て
小
石
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
こ
に
イ
メ
ー
ジ
の
所
有
権
は
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
生
み
出
し
た
者
で

は
な
く
、
そ
れ
が
記
録
さ
れ
た
媒
体
の
所
有
者
に
あ
る
と
す
る
、
近
代
的

著
作
権
が
確
立
す
る
以
前
の
古
い
慣
習
が
み
て
と
る
だ
ろ
う
。

作
品
に
施
さ
れ
た
署
名
と
い
う
点
で
は
、
第
一
グ
ル
ー
プ
の
諸
作
品
に

も
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
名
前
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
シ
ョ
イ
フ
ェ

ラ
イ
ン
作
品
お
よ
び
ブ
ロ
イ
作
品
に
は
油
彩
画
を
実
際
に
描
い
た
彼
ら

の
署
名
は
な
く
、
唯
一
、《
ロ
レ
ン
ツ
・
ト
ゥ
ー
ハ
ー
の
墓
碑
画
》
の
み
、

胸
壁
に
た
て
か
け
ら
れ
た
画
家
棒
に
貼
ら
れ
た
紙
の
上
に
ク
ル
ム
バ
ッ
ハ

の
モ
ノ
グ
ラ
ム
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
珍
し
い
署
名
法
を
通
じ
て
、

ク
ル
ム
バ
ッ
ハ
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
の
分
業
を
示
唆
す
る
と
と
も
に
、
デ
ュ

ー
ラ
ー
の
調
和
に
満
ち
た
構
図
を
穏
や
か
な
色
彩
で
絵
画
に
実
現
し
た
自

ら
の
油
彩
の
技
を
誇
ら
し
げ
に
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
て
署
名
法
に
注
目
し
て
み
る
と
、
第
一
、
第
二
グ
ル
ー
プ
の
絵

画
化
実
践
に
お
い
て
、
原
案
素
描
の
作
者
が
デ
ュ
ー
ラ
ー
で
あ
る
と
い
う

事
実
は
、
必
ず
し
も
顕
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
で
は
な
か
っ
た
こ

図 7	 図 6部分
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と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
絵
画
化
に
際
し
て
は
、
素
描
の
寸
法
や
細
部
モ
チ

ー
フ
も
お
そ
ら
く
は
注
文
主
の
希
望
に
応
じ
て
自
由
に
変
え
ら
れ
た
。
例

え
ば
、
ブ
ロ
イ
作
品
で
は
水
彩
素
描
中
の
聖
ヨ
セ
フ
が
遠
景
に
押
し
や
ら

れ
風
景
描
写
が
拡
張
さ
れ
、
そ
の
結
果
、「
東
屋
の
聖
家
族
」
か
ら
「
風

景
の
聖
母
」
へ
と
図
様
が
変
更
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
ゲ
オ
ル
ク
・

ト
ゥ
ル
ツ
ォ
が
望
ん
で
い
る
と
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
手
紙
で
語
っ
た
図
様
と
一

致
す
る
の
で
あ
る

24
。
こ
の
種
の
寸
法
や
細
部
モ
チ
ー
フ
の
改
変
は
、
絵

画
化
実
践
に
お
い
て
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
素
描
が
未
だ
確
固
た
る
地
位
を
得
て

い
な
い
証
左
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
過
渡
的
状
況
を
ぬ
け
て
、
デ
ュ
ー

ラ
ー
お
よ
び
そ
の
素
描
が
絵
画
化
実
践
の
な
か
で
ゆ
る
ぎ
な
い
規
範
と
し

て
絶
対
的
な
地
位
を
確
立
し
、
完
成
作
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
お
よ
び
絵
画
制
作

者
の
名
が
誇
ら
し
げ
に
併
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の

死
後
八
〇
年
余
り
を
経
た
後
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
芸
術
の
熱
狂
的
な
愛
好
家
で

あ
る
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ル
ド
ル
フ
二
世
の
出
現
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３
．
十
七
世
紀
初
頭
の
プ
ラ
ハ
に
お
け
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
素
描
の
絵
画
化

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
素
描
の
絵
画
化
第
三
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
の
は
次
の

四
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
六
〇
〇
年
の
年
記
を
持
つ
ヤ
コ
ブ
・
フ
フ

ナ
ー
ヘ
ル
作
の
《
ペ
リ
シ
テ
人
と
戦
う
サ
ム
ソ
ン
》（
図
8
、
9
、
10
）25
、

同
じ
く
一
六
〇
〇
年
頃
に
フ
レ
ー
シ
ュ
ル
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
《
授
乳
の

図 8	 デューラー《ペリシテ人
と戦うサムソン（ゲオルク・
フッガーの墓碑のための
見本素描）》1510年頃、
ベルリン銅版画室

図 9	 デューラー《ペリシ
テ人と戦うサムソン》
1510年、ベルリン銅
版画室

図10	 ヤコプ・フフナーヘ
ル《ペリシテ人と戦
うサムソン》1600年、
ヴァレンシア美術館
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聖
母
》（
図
11
、
12
）26
、
一
六
〇
四
年
に
ヤ
ン
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
（
父
）
が

描
い
た《
動
物
の
聖
母
》（
図
13
、14
）27

お
よ
び《
大
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
の
丘
》

（
図
5
、
15
）28

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
素
描
の
原
寸
を
守
っ
て
お
り
、

ヤ
ン
の
《
動
物
の
聖
母
》
を
除
き
、
素
描
の
作
者
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
絵
画
化

を
行
っ
た
画
家
の
名
が
何
ら
か
の
形
で
明
示
さ
れ
て
い
る
。
ア
ン
ト
ウ
ェ

ル
ペ
ン
出
身
の
ヤ
コ
プ
・
フ
フ
ナ
ー
ヘ
ル
は
、
遅
く
と
も
一
五
九
九
年
頃

ま
で
に
は
父
親
と
と
も
に
プ
ラ
ハ
の
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ル
ド
ル
フ
二
世
の

宮
廷
に
活
動
拠
点
を
移
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
一
六
〇
二
年
に
は
ル
ド

ル
フ
二
世
に
よ
り
「
帝
室
画

家
（K

am
m

erm
aler

）」
に
任

命
さ
れ
た
。
一
方
、
ア
ウ
ク

ス
ブ
ル
ク
生
ま
れ
の
フ
レ
ー

シ
ュ
ル
も
一
六
〇
一
年
の
プ

ラ
ハ
で
の
短
期
滞
在
を
へ
て
、

一
六
〇
三
年
に
は
「
帝
室
細

密
画
家
（M

in
iatu

rm
aler

）」

の
職
を
得
て
い
る

29
。
ま
た
、

ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
で
生
涯

活
動
し
た
ヤ
ン
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ

ル（
父
）も
一
六
〇
四
年
に
は

短
期
間
プ
ラ
ハ
を
訪
れ
て
い

る
こ
と
か
ら

30
、
こ
れ
ら
の
作

品
は
す
べ
て
、
神
聖
ロ
ー
マ

皇
帝
ル
ド
ル
フ
二
世
の
た
め

に
プ
ラ
ハ
の
宮
廷
で
描
か
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
が
そ
の

図12	 フレーシュル《授乳の聖母》
 1600年頃、ウィーン、美術史

美術館

図11	 デューラー《授乳の聖母》
 1512年、ウィーン、アルベ

ルティーナ

図14	 ヤン・ブリューゲル（父）《動
物の聖母》1604年頃、ローマ、
ドーリア・パンフィーリ美術
館

図13 デューラー《動物の聖母》
 1503年頃、ウィーン、アルベル

ティーナ
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著
『
画
家
の
書
』
で
「
当
代
最
大
の
絵
画
芸
術
愛
好
家
」
と
称
え
た
ル
ド

ル
フ
二
世
で
あ
る
が

31
、
皇
帝
の
臨
終
時
に
プ
ラ
ハ
に
居
合
わ
せ
た
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
使
節
ソ
ラ
ン
ツ
ォ
は
、
三
千
を
超
え
る
「
現
代
お
よ
び
古
の
作

家
た
ち
（p

itto
rifam

o
si an

tich
i et m

o
d

ern
i

）」
の
絵
画
が
宮
殿
の
回

廊
や
広
間
、
小
部
屋
に
と
こ
ろ
狭
し
と
飾
ら
れ
、
ま
た
、
束
に
な
っ
て
積

ま
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る

32
。
実
際
、
ル
ド
ル
フ
二
世
は
ス
プ
ラ

ン
ゲ
ル
や
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
ア
ー
ヘ
ン
、
ア
ル
チ
ン
ボ
ル
ド
と
い
っ
た

優
れ
た
現
代
作
家
を
庇
護
す
る
一
方
、
レ
オ
ナ
ル
ド
や
コ
レ
ッ
ジ
ョ
、
ク

ラ
ー
ナ
ハ
な
ど
死
去
し
て
久
し
い
「
古
の
画
家
」
た
ち
の
作
品
も
熱
心
に

収
集
し
た
が
、
彼
が
特
に
執
心
し
た
画
家
の
一
人
が
デ
ュ
ー
ラ
ー
で
あ
っ

た
。

　

ル
ド
ル
フ
二
世
が
収
集
し
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
油
彩
作
品
の
う
ち
、
現
在
、

同
定
が
可
能
な
も
の
は
《
東
方
三
博
士
の
礼
拝
》（A. 82

）《
ロ
ザ
リ
オ

の
聖
母
》（A. 93

）《
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
》（A. 103–104

）《
一
万
人
の
キ

リ
ス
ト
教
徒
の
殉
教
》（A. 105

）《
ラ
ン
ダ
ウ
ア
ー
祭
壇
画
》（A. 18

）、

一
五
〇
三
年
と
一
五
一
二
年
の
年
記
を
も
つ
二
点
の
小
型
聖
母
子
像
（A. 

71, 120

）
と
《
ひ
わ
の
聖
母
》（A. 94

）、《
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ク
レ
ー
ベ
ル
ガ

ー
の
肖
像
》（A. 182

）
の
九
点
で
あ
る

33
。
代
表
作
と
も
い
え
る
大
型
祭

壇
画
か
ら
珠
玉
の
聖
母
子
像
ま
で
、
ま
さ
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
油
彩
芸
術
の

粋
が
収
集
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　

ル
ド
ル
フ
二
世
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
油
彩
画
だ
け
に
留

ま
ら
す
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
作
品
に
及
ん
だ
。
例
え
ば
、
ル
ド
ル
フ
二
世

の
存
命
中
作
成
さ
れ
今
に
伝
わ
る
唯
一
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
目
録
は
工
芸
品

中
心
の
も
の
で
あ
る
が
、
幸
い
な
こ
と
に
彼
が
収
集
し
た
版
画
や
素
描
の

一
部
も
記
載
し
て
い
る

34
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ル
ド
ル
フ
二
世
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
は
少
な
く
と
も
、「
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
全
銅
版
画
と
ミ
ケ
ラ
ン
ジ

ェ
ロ
や
ラ
フ
ァ
エ
ロ
な
ど
の
複
製
版
画
を
収
め
た
大
型
の
版
画
集
」
が
一

冊
、「
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
銅
版
画
と
木
版
画
を
収
め
た
版
画
集
」
が
一
冊
、「
デ

ュ
ー
ラ
ー
と
ル
カ
ス
・
フ
ァ
ン
・
レ
イ
デ
ン
の
銅
版
画
を
収
め
た
も
の
」

が
一
冊
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る

35
。
ま
た
、
特
筆
す
べ
き

こ
と
に
、《
聖
エ
ウ
ス
タ
キ
ウ
ス
》《
騎
士
と
死
と
悪
魔
》
を
含
む
デ
ュ
ー

ラ
ー
の
銅
版
画
一
五
点
に
関
し
て
は
原
板
の
記
載
も
み
ら
れ
る

36
。
私
達

の
関
心
事
で
あ
る
素
描
に
つ
い
て
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
最
良
の
素
描
を
ま

と
め
た
二
冊
の
ア
ル
バ
ム
と
、
あ
ま
り
質
の
よ
く
な
い
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
素

図15	 ヤン・ブリューゲル（父）《大カルヴ
ァリオの丘》1604年、フィレンツェ、
ウフィツィ美術館
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幻の名画を求めて

描
と
他
の
ド
イ
ツ
の
画
家
達
の
素
描
を
合
わ
せ
た
一
冊
の
計
三
冊
の
素
描

ア
ル
バ
ム
が
記
さ
れ
て
い
る

37
。
一
七
八
三
年
に
前
者
二
冊
が
ウ
ィ
ー
ン

宮
廷
図
書
館
へ
移
管
さ
れ
た
際
の
記
録
に
よ
る
と
、
そ
の
中
に
は
三
七
一

枚
も
の
素
描
が
含
ま
れ
て
い
た

38
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
ル
ド
ル
フ

二
世
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
子
ど
も
の
頃
に
用
い
た
銀
筆
用
の
練
習
板
、
肖

像
や
動
物
、
町
の
風
景
が
描
か
れ
た
銀
筆
用
の
小
型
素
描
帖
、
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
に
関
す
る
一
連
の
水
彩
素
描
、
人
体
比
例
に
関
す
る
草
稿
な
ど
も
収

集
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る

39
。

　

以
上
、
ル
ド
ル
フ
二
世
の
プ
ラ
ハ
城
に
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
一
大
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
実
は
、
プ
ラ
ハ
で
絵
画

化
さ
れ
た
素
描
も
す
べ
て
ル
ド
ル
フ
二
世
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
あ
っ
た
と

推
測
さ
れ
る

40
。
つ
ま
り
、
入
手
で
き
る
だ
け
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
真
筆
作

品
を
掌
中
に
お
さ
め
た
ル
ド
ル
フ
二
世
が
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
素
描
に
残
し

た
イ
メ
ー
ジ
に
着
目
し
、
腕
利
き
の
現
代
作
家
た
ち
の
技
量
を
用
い
て
い

わ
ば
「
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
幻
の
名
画
」
と
し
て
蘇
ら
せ
た
の
が
、
第
三
グ
ル

ー
プ
の
作
品
群
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
作
例
は
、
十
六

世
紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
北
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
起
こ
っ
た

デ
ュ
ー
ラ
ー
芸
術
へ
の
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
現
象
、
い
わ
ゆ
る
「
デ
ュ
ー
ラ

ー
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」
の
一
側
面
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ル
ド
ル

フ
二
世
の
宮
廷
は
、
同
じ
く
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
熱
烈
な
愛
好
家
で
あ
っ
た
バ

イ
エ
ル
ン
公
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
宮
廷
や
、
ド
イ
ツ
有
数

の
商
都
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
と
と
も
に
「
デ
ュ
ー
ラ
ー
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」
の

中
心
地
の
ひ
と
つ
で
も
あ
っ
た

41
。

　

こ
こ
で
「
デ
ュ
ー
ラ
ー
素
描
の
絵
画
化
」
と
い
う
実
践
の
み
に
絞
っ
て

み
る
と
、
そ
の
先
駆
け
と
も
い
え
る
現
象
が
十
六
世
紀
後
半
の
北
方
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ
が
「
デ
ュ
ー
ラ
ー
版
画
の
着
色
」、
さ
ら

に
は
「
デ
ュ
ー
ラ
ー
版
画
の
絵
画
化
」
で
あ
る
（
図
16
）。
主
に
無
名
の

作
家
達
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
う
し
た
制
作
実
践
は
、
ル
ド
ル
フ
二
世
の

よ
う
な
王
侯
と
は
異
な
り
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
真
筆
油
彩
画
を
入
手
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
一
般
的
な
絵
画
愛
好
家
の
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
風
の
絵
を
自
宅
に

飾
り
た
い
と
い
う
要
請
に
応
じ
て
盛
ん
に
行
わ
れ
た

42
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
の

親
友
ヴ
ィ
リ
バ
ル
ト
・
ピ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
の
孫
で
あ
る
ヴ
ィ
リ
バ
ル
ト
・

イ
ム
ホ
フ
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
故
郷
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
一
の
デ
ュ
ー
ラ
ー

図16	 南ドイツの画家《聖ヒエロニムス》（デュー
ラーの銅版画《聖ヒエロニムス》に基づく）
1600年頃、ニュルンベルク、デューラーの
家博物館
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作
品
収
集
家
と
し
て
知
ら
れ
る
が

43
、
一
五
八
〇
年
に
彼
が
死
去
す
る
と
、

遺
族
は
ル
ド
ル
フ
二
世
に
ヴ
ィ
リ
バ
ル
ト
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
売
却
し
よ
う
と
試
み
た
。
先
に
あ
げ
た
《
鶸
の
聖
母
》
と
《
ヨ
ハ
ネ

ス
・
ク
レ
ー
ベ
ル
ガ
ー
の
肖
像
》
や
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
素
描
百
枚
近
く
を
収

め
た
通
称
「
イ
ム
ホ
フ
家
の
作
品
集
（Im

hoffsches K
unstbuch

）」
と

呼
ば
れ
る
ア
ル
バ
ム
は
こ
の
際
に
プ
ラ
ハ
に
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
イ
ム
ホ

フ
家
か
ら
ル
ド
ル
フ
二
世
に
購
入
見
計
ら
い
と
し
て
送
ら
れ
た
一
五
八
八

年
の
美
術
品
目
録
に
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
銅
版
画
《
書
斎
の
聖
ヒ
エ
ロ
ニ

ム
ス
》《
聖
エ
ウ
ス
タ
キ
ウ
ス
》《
メ
ラ
ン
コ
リ
ア
Ⅰ
》
を
着
色
ま
た
は
絵

画
化
し
た
と
思
わ
れ
る
作
品
が
記
載
さ
れ
て
い
る

44
。
こ
れ
ら
の
作
品
を

ル
ド
ル
フ
二
世
が
購
入
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
機

会
に
ル
ド
ル
フ
二
世
は
一
般
の
芸
術
愛
好
家
の
間
で
流
行
し
て
い
た
デ
ュ

ー
ラ
ー
版
画
を
絵
画
化
作
品
を
目
に
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
ル
ド
ル
フ
二
世
が
デ
ュ
ー
ラ
ー
版
画
の
絵
画
化
の
実
践
を
知

っ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
作
例
が
、
現
在
、
ロ
ー
マ
の
ド
ー
リ
ア
・
パ

ン
フ
ィ
ー
リ
美
術
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
（
図
17
）。
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
銅

版
画
《
聖
エ
ウ
ス
タ
キ
ウ
ス
》
を
絵
画
化
し
た
こ
の
作
品
は
、
他
の
デ
ュ

ー
ラ
ー
版
画
の
絵
画
化
作
品
と
比
べ
極
め
て
質
が
高
く
、
相
当
の
腕
を
も

っ
た
画
家
の
制
作
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る

45
。
作
者
に
つ
い
て
は
、
特
徴

的
な
群
青
や
ピ
ン
ク
の
配
色
、
白
馬
に
み
ら
れ
る
メ
タ
リ
ッ
ク
な
ハ
イ
ラ

イ
ト
の
つ
け
方
な
ど
か
ら
、
ル
ド
ル
フ
二
世
の
宮
廷
画
家
ス
プ
ラ
ン
ゲ
ル

で
は
な
い
か
、
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
明
ら
か
に
古
ド
イ
ツ
絵
画
の
技

法
を
模
倣
し
た
背
景
の
樹
木
の
描
き
方
は
、
ド
ー
リ
ア
・
パ
ン
フ
ィ
ー
リ

作
品
を
描
い
た
画
家
が
、
古
ド
イ
ツ
絵
画
を
実
際
に
目
に
し
て
学
習
し
う

る
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
が
、
ス
プ
ラ
ン
ゲ
ル
は
、
ル
ド

ル
フ
二
世
が
収
集
し
た
レ
オ
ン
ハ
ル
ト
・
ベ
ッ
ク
の
《
聖
ゲ
オ
ル
ギ
ウ
ス
》

の
対
作
品
と
し
て
、
風
景
描
写
を
そ
の
ま
ま
借
用
し
た
《
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と

ア
ド
ニ
ス
》
を
制
作
し
て
お
り
、
当
時
、
質
の
高
い
古
ド
イ
ツ
絵
画
を
学

習
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
の
で
き
た
数
少
な
い
画
家
で
あ
っ
た

46
。
ル
ド

ル
フ
二
世
の
死
後
、
一
六
二
一
年
に
編
纂
さ
れ
た
プ
ラ
ハ
城
財
産
目
録

一
三
二
一
番
に
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
「
聖
フ
ー
ベ
ル
ト
ゥ
ス
」
に
基
づ
く
模

写
作
品
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
聖
フ
ー
ベ
ル
ト
ゥ
ス
と
聖
エ
ウ
ス
タ
キ

ウ
ス
は
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
、
ド
ー
リ
ア
・
パ
ン

フ
ィ
ー
リ
作
品
を
指
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る

47
。

後
の
こ
と
に
な
る
が
、
一
六
四
七
年
一
月
に
宗
教
改
革
派
の
知
識
人

ヨ
ハ
ン
・
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ン
・
ア
ン
ド
レ
ー
エ
が
未
来
の
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ

バ
イ
ク
＝
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
公
ア
ン
ト
ン
・
ウ
ル
リ
ヒ
に
宛
て
た
書
簡
は
、

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
銅
版
画
《
聖
エ
ウ
ス
タ
キ
ウ
ス
》
と
ル
ド
ル
フ
二
世
に
ま

つ
わ
る
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
デ
ュ

ー
ラ
ー
の
《
聖
エ
ウ
ス
タ
キ
ウ
ス
》
の
版
画
原
板
を
入
手
し
た
ル
ド
ル
フ

二
世
が
、
印
刷
に
よ
っ
て
そ
れ
以
上
原
板
が
磨
耗
し
な
い
よ
う
に
、
表
面

を
金
で
塗
ら
せ
た
と
い
う

48
。
先
述
の
よ
う
に
、
ル
ド
ル
フ
二
世
は
確
か

に
《
聖
エ
ウ
ス
タ
キ
ウ
ス
》
の
原
板
を
所
有
し
て
い
た
。
本
原
板
は
現
存

し
な
い
が
、
十
七
世
紀
の
も
の
と
思
わ
れ
る
絹
に
刷
っ
た
版
の
存
在
が

報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

49
、
ル
ド
ル
フ
二
世
が
金
で
塗
ら
せ
た
の
は
、

デ
ュ
ー
ラ
ー
自
身
の
手
に
よ
る
原
板
で
は
な
く
、
そ
の
模
刻
原
板
で
あ
っ
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幻の名画を求めて

た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
現
在
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
市
立
博
物

館
に
は
、
表
面
を
金
で
薄
く
塗
ら
れ
た
《
聖
エ
ウ
ス
タ
キ
ウ
ス
》
の
模
刻

原
板
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
図
18
）50
。

つ
ま
り
、
ル
ド
ル
フ
二
世
の
宮
廷
で
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
黒
線
の
「
エ

ウ
ス
タ
キ
ウ
ス
」、
デ
ュ
ー
ラ
ー
自
身
に
よ
る
銅
版
画
原
板
で
あ
る
「
赤

銅
色
の
エ
ウ
ス
タ
キ
ウ
ス
」
に
加
え
、金
で
上
塗
り
し
た
模
刻
原
板
の
「
金

の
エ
ウ
ス
タ
キ
ウ
ス
」
と
い
っ
た
具
合
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
「
聖
エ
ウ
ス
タ

キ
ウ
ス
」
が
様
々
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
鑑
賞
さ
れ
て
お
り
、
こ

う
し
た
複
合
的
な
鑑
賞
形
態
の
中
に
ス
プ
ラ
ン
ゲ
ル
の
描
い
た
「
極
彩
色

の
エ
ウ
ス
タ
キ
ウ
ス
」
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
デ
ュ
ー
ラ
ー

真
筆
の
油
彩
画
を
多
数
所
有
し
て
い
た
ル
ド
ル
フ
二
世
に
と
っ
て
、
デ
ュ

ー
ラ
ー
版
画
の
絵
画
化
作
品
は
、
も
は
や
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
油
彩
画
の
単
な

る
代
用
品
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
複
合
的
な
鑑
賞
体
系
の
一
角
を
な
す
も

の
で
あ
っ
た
。

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
版
画
の
絵
画
化
と
い
う
実
践
が
伝
わ
っ
た
プ
ラ
ハ
の
宮
廷

に
お
い
て
、
や
が
て
素
描
の
絵
画
化
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
自
然

の
流
れ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
世
に
一
点
し
か
な
い
素
描
を
絵
画
化
さ
せ
る

の
は
、
素
描
を
所
有
す
る
収
集
家
の
み
に
許
さ
れ
る
特
権
的
な
行
為
で
あ

り
、
最
上
の
楽
し
み
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
鋭
い
審
美

眼
を
も
っ
た
ル
ド
ル
フ
二
世
に
古
の
巨
匠
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
残
し
た
素
描
の

絵
画
化
を
依
頼
さ
れ
た
当
代
の
画
家
た
ち
に
も
、
今
ま
で
の
絵
画
化
作
例

に
は
な
い
新
し
い
動
き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
単
に
素
描

図18	《デューラーの銅版画「聖エウスタ
キウス」の模刻原板》1529年の年記、
ニュルンベルク、デューラーの家博
物館

図17	 スプランゲル《聖エウスタキウス》
（デューラーの銅版画《聖エウス
タキウス》に基づく）1590年代、
ローマ、ドーリア・パンフィーリ
美術館
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を
絵
画
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
様
々
な
仕
掛
け
を
施
す
こ
と
で
古

の
巨
匠
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
競
合
を
し
よ
う
と
い
う
動
き
で
あ
る
。
木
炭
素
描

《
授
乳
の
聖
母
》
を
絵
画
化
し
た
フ
レ
ー
シ
ュ
ル
（
図
11
、
12
）
は
、
画
面

右
下
の
角
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
銀
筆
素
描
《
十
三
歳
の
自
画
像
》51
を
組
み

入
れ
た
。
こ
こ
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
が
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
い
く
つ
か
の

油
彩
作
品
に
お
い
て
、
い
わ
ば
署
名
と
し
て
自
画
像
を
描
き
こ
ん
で
い
る

こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
ル
ド
ル
フ
二
世
の
絵
画
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
、
こ
の

よ
う
に
自
画
像
で
署
名
が
施
さ
れ
た
《
ラ
ン
ダ
ウ
ア
ー
祭
壇
画
》
が
す
で

に
展
示
さ
れ
て
お
り
、
銀
筆
素
描
《
十
三
歳
の
自
画
像
》
も
ル
ド
ル
フ
二

世
の
素
描
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。
フ
レ
ー
シ
ュ
ル
は
デ
ュ

ー
ラ
ー
の
木
炭
素
描
を
柔
ら
か
な
色
彩
の
不
透
明
水
彩
で
再
現
す
る
だ
け

で
な
く
、
絵
画
面
の
片
隅
に
小
さ
く
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
自
画
像
を
描
き
こ
む

こ
と
で
、銀
筆
素
描
《
十
三
歳
の
自
画
像
》
や
《
ラ
ン
ダ
ウ
ア
ー
祭
壇
画
》

な
ど
他
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
作
品
に
も
言
及
す
る
と
い
う
収
集
家
の
嗜
好
を

巧
み
に
捉
え
た
心
憎
い
演
出
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る

52
。

　

フ
フ
ナ
ー
ヘ
ル
の
《
ペ
リ
シ
テ
人
と
戦
う
サ
ム
ソ
ン
》（
図
10
）
で
も
、

実
は
複
数
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
品
へ
の
言
及
が
行
わ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の

も
、
も
と
も
と
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
明
暗
素
描
《
ペ
リ
シ
テ
人
と
戦
う
サ
ム
ソ

ン
》
に
は
二
つ
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が
存
在
し
て
い
た
。
フ
ッ
ガ
ー
家
の

墓
碑
浮
彫
の
下
絵
と
し
て
制
作
さ
れ
た
第
一
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
図
8
）53
と
、

そ
の
後
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
自
身
の
手
に
よ
っ
て
墓
碑
の
特
性
を
示
す
モ
チ
ー

フ
を
削
除
し
て
独
立
し
た
作
品
と
し
て
仕
立
て
直
さ
れ
た
第
二
ヴ
ァ
ー
ジ

ョ
ン
で
あ
る
（
図
9
）54
。
当
時
、
二
枚
と
も
が
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
イ

ム
ホ
フ
家
か
ら
ル
ド
ル
フ
二
世
の
も
と
に
渡
っ
て
い
た
こ
と
が
先
述
の

一
五
八
八
年
の
美
術
品
目
録
か
ら
推
測
さ
れ
る

55
。
フ
フ
ナ
ー
ヘ
ル
は
二

枚
の
素
描
に
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
を
、
墓
碑
に
関
す
る
要
素
を
排
除
す
る

と
と
も
に
、
剛
毅
の
美
徳
や
キ
リ
ス
ト
の
予
型
と
い
っ
た
サ
ム
ソ
ン
の
属

性
を
強
調
す
る
よ
う
統
廃
合
し
、
さ
ら
に
「
剛
毅
」
の
一
般
的
寓
意
で
あ

る
ラ
イ
オ
ン
を
付
け
加
え
る
等
自
ら
の
創
意
工
夫
も
交
え
つ
つ
、
絵
画
作

品
を
完
成
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
古
の
画
家
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
現
代
作
家
と
の
競
合
と
い
う
一
連

の
試
み
の
頂
点
と
も
言
え
る
の
が
、
ヤ
ン
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
（
父
）
の
描

い
た
《
大
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
の
丘
》（
図
15
）
で
あ
る
。
一
五
二
〇
年
代
レ

イ
デ
ン
に
あ
っ
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
明
暗
素
描
《
大
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
の
丘
》

（
図
5
）
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
プ
ラ
ハ
に
渡
っ
た
の
か
は
残
念
な
が
ら

不
明
で
あ
る
が
、
細
か
な
人
物
に
埋
め
尽
く
さ
れ
た
本
素
描
の
原
寸
大
の

絵
画
化
が
、
多
く
の
草
花
や
動
物
の
描
か
れ
た
《
動
物
の
聖
母
》（
図
13
）

と
な
ら
ん
で
、
一
連
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
素
描
の
絵
画
化
の
中
で
も
最
も
困
難

で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
当
時
、
ヤ
ン
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
は
、

超
絶
的
な
筆
さ
ば
き
と
煙
る
よ
う
な
色
彩
に
よ
っ
て
油
彩
細
密
画
の
領
域

で
す
で
に
頭
角
を
現
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
よ
り
後
の
こ
と
に
な
る
が
、

ヤ
ン
は
と
り
わ
け
花
の
静
物
画
や
動
物
の
絵
で
、
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
名

声
を
得
る
こ
と
に
な
る
。《
大
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
の
丘
》
と
《
動
物
の
聖
母
》

の
絵
画
化
に
、
ヤ
ン
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
は
ま
さ
に
う
っ
て
つ
け
の
人
材
で

あ
っ
た
。

　

一
六
〇
四
年
の
プ
ラ
ハ
訪
問
前
、
す
で
に
ヤ
ン
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
（
父
）





59

幻の名画を求めて

は
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
明
暗
素
描
《
大
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
の
丘
》
の
存
在
を
知
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
一
五
九
八
年
の
年
記
を
持
つ
「
カ

ル
ヴ
ァ
リ
オ
の
丘
」
を
主
題
と
す
る
ヤ
ン
の
油
彩
画
で
は
、
気
絶
す
る
マ

リ
ア
や
丘
に
立
て
ら
れ
る
三
本
の
十
字
架
と
そ
れ
を
囲
む
人
々
な
ど
、
デ

ュ
ー
ラ
ー
素
描
の
一
部
の
モ
チ
ー
フ
が
効
果
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る

56
。
こ
う
し
た
事
情
を
反
映
し
て
か
、
ヤ
ン
は
と
り
わ
け
《
大
カ
ル

ヴ
ァ
リ
オ
の
丘
》
の
絵
画
化
に
際
し
て
、
別
途
、
遠
景
に
川
の
流
れ
る
町

を
配
し
た
風
景
画
を
一
枚
描
い
て
、
自
身
が
描
い
た
こ
れ
ら
二
枚
の
油
彩

画
を
用
い
て
極
め
て
興
味
深
い
仕
掛
け
を
行
っ
た
。

　

ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
今
は
個
別
の
作
品
の
よ
う

に
み
え
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
明
暗
素
描
《
大
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
の
丘
》
お
よ
び

ヤ
ン
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
二
枚
の
板
絵
、
す
な
わ
ち
デ
ュ
ー
ラ
ー
素
描
を

絵
画
化
し
た
《
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
の
丘
》
と
ヤ
ン
が
自
身
の
構
想
に
基
づ
い

て
描
い
た
《
川
の
流
れ
る
町
の
風
景
》（
図
19
）57

で
あ
る
が
、
歴
代
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
目
録
を
紐
解
く
と
、
も
と
は
「
小
さ
な
箪
笥
の
よ
う
な
形
」

を
し
て
い
て
、
そ
の
扉
に
は
ヤ
ン
の
《
川
の
流
れ
る
町
の
風
景
》
が
は
め

込
ま
れ
て
お
り
、
扉
を
開
け
る
と
《
川
の
流
れ
る
町
の
風
景
》
の
裏
面
に

は
ら
れ
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
素
描
《
大
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
の
丘
》
と
、
箱
の
奥

に
は
め
込
ま
れ
た
ヤ
ン
の
絵
画
化
作
品
が
向
か
い
合
っ
て
現
れ
る
、
と
い

う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
図
20
）58
。
こ
の
箱
は
十
九
世

紀
後
半
に
は
解
体
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
実
は
、
今
で
も
、
デ
ュ
ー

ラ
ー
の
明
暗
素
描
《
大
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
の
丘
》
は
ヤ
ン
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル

の
《
川
の
流
れ
る
町
の
風
景
》
の
裏
面
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
ま
ま
な
の
で

あ
る

59
。

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
明
暗
素
描
《
大
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
の
丘
》
は
高
さ
六
〇
㎝

近
く
あ
る
大
型
素
描
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
板
に
貼
り
付
け
て
開
閉
式
の
箱

の
中
に
入
れ
て
お
け
ば
、
保
存
面
で
も
安
心
で
あ
る
し
、
容
易
に
鑑
賞
も

可
能
だ
。
ま
た
、
保
存
の
点
だ
け
で
な
く
、
複
合
的
芸
術
作
品
と
し
て
鑑

賞
者
を
楽
し
ま
せ
る
工
夫
も
、
ヤ
ン
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
作
成
し
た
デ
ュ

ー
ラ
ー
素
描
保
存
箱
に
は
施
さ
れ
て
い
る
。箱
の
扉
の
役
割
を
果
た
す《
川

の
流
れ
る
町
の
風
景
》
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
単
な
る
美
し
い
風
景
画
で

あ
る
が
、
実
は
遠
景
に
描
か
れ
た
町
は
、
特
徴
的
な
円
形
ド
ー
ム
を
有
す

る
聖
墳
墓
教
会
の
存
在
か
ら
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
町
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

画
面
中
景
に
は
エ
ル
サ
レ
ム
入
城
を
目
前
に
し
た
キ
リ
ス
ト
と
弟
子
の
姿

図19	 ヤン・ブリューゲル（父）《川の流れ
る町の風景》1604年頃、フィレンツ
ェ、ウフィツィ美術館
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が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
画
面
前
景
で
は
、
羊
飼
い
風
の
若
者
が
、
胸
元

を
は
だ
け
た
若
い
女
性
と
な
に
や
ら
話
を
し
て
い
る
が
、
彼
が
性
的
な
誘

惑
を
受
け
、
や
が
て
は
そ
れ
に
屈
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
場
面
が
ト
ロ

イ
ア
滅
亡
を
引
き
起
こ
し
た
パ
リ
ス
の
審
判
の
そ
れ
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
、

見
守
る
人
々
な
の
か
に
は
、
悪
魔
が
扮
し
た
や
り
手
婆
を
思
わ
せ
る
老
婆

が
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
女
性
の
ま
わ
り
に
肉
欲
の
象
徴
で
あ
る
山
羊

が
た
む
ろ
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
想
像
で
き
る

60
。

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
明
暗
素
描
《
大
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
の
丘
》
の
保
存
箱
を
前

に
し
て
、
鑑
賞
者
は
次
の
よ
う
に
問
い
か
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス

ト
に
倣
っ
て
受
難
と
栄
光
の
待
ち
受
け
る
エ
ル
サ
レ
ム
に
向
か
う
か
、
そ

れ
と
も
若
者
と
と
も
に
肉
欲
の
誘
惑
に
屈
す
る
か
。
そ
し
て
、
意
を
決
し

て
箱
を
開
く
と
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
謎
め
い
た
明
暗
素
描
法
と
ヤ
ン
・
ブ
リ

ュ
ー
ゲ
ル
の
鮮
や
か
な
油
彩
の
技
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
、
キ
リ
ス
ト
の
受

難
の
場
面
を
目
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
ヤ
ン
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
と
い
う
類

稀
な
才
能
を
得
た
こ
と
で
、
十
六
世
紀
よ
り
続
い
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
素
描
の

絵
画
化
と
い
う
実
践
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
幻
の
名
画
を
蘇
ら
せ
る
と
い
う

目
的
を
十
全
に
果
た
す
こ
と
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

図20	 ヤン・ブリューゲル（父）「デューラー素描《大カルヴァリオの丘》保存箱」の復元図
 （梅田智彦作図）
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幻の名画を求めて

註1 
本
稿
は
「
デ
ュ
ー
ラ
ー
素
描
の
絵
画
化
」
に
関
す
る
以
下
の
一
連

の
拙
稿
を
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
デ
ュ
ー
ラ
ー
芸
術

の
受
容
」
の
観
点
か
ら
改
変
し
た
も
の
で
あ
る
。
平
川
一
九
九
八

年
、
平
川
二
〇
〇
三
年
a
、
平
川
二
〇
〇
三
年
b
、
平
川
二
〇
〇
四
年
、

H
irakaw

a 2002; H
irakaw

a 2009

。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
表
の
機

会
を
下
さ
っ
た
大
原
ま
ゆ
み
先
生
、
佐
藤
直
樹
先
生
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
各
位
に
こ
の
場
を
か
り
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

2 

署
名
と
一
五
一
六
年
の
年
記
入
り
、
油
彩
、
板
、
一
八
八
×
一
二
四
㎝
、

ベ
ル
リ
ン
絵
画
館
（in

v.  n
o

.  648
）。

3 

署
名
と
一
五
九
二
年
の
年
記
入
り
、
油
彩
、
カ
ン
ヴ
ァ
ス
、
二
七
三

×
二
二
〇
㎝
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
（in

v.   n
o

. SK
A

129

）。

4 

左
右
内
外
翼
部
に
相
当
す
る
四
枚
の
素
描
は
、
灰
色
に
地
塗
り
し
た

紙
に
、
白
と
黒
の
イ
ン
ク
を
用
い
て
ペ
ン
と
筆
に
よ
っ
て
描
か
れ
て

お
り
、
現
在
、
シ
ュ
テ
ー
デ
ル
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
デ
ュ
ー

ラ
ー
《
十
字
架
を
担
う
キ
リ
ス
ト
》
四
七
・
七
×
一
五
・
四
㎝
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
、
シ
ュ
テ
ー
デ
ル
美
術
館
（in

v.  n
o

.  689

）、
同
《
聖
セ
バ

ス
テ
ィ
ア
ヌ
ス
》
四
八
・
二
×
一
四
・
九
㎝
、
同
美
術
館
（in

v.  o
.  692

）、

同
《
聖
ロ
ク
ス
》
四
七
・
五
×
一
四
・
五
㎝
、
同
美
術
館
（in

v.   n
o

.  691
）、

デ
ュ
ー
ラ
ー
《
復
活
の
キ
リ
ス
ト
》
四
六
・
九
×
一
四
・
五
㎝
、
同
美

術
館
（in

v.   n
o

.   690

）。
こ
れ
ら
の
素
描
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
情
報

は
以
下
を
参
照
の
こ
と
。W

in
kler 1936–1939, vo

l.  2, p
p

.  50–51, 

n
o

s.  3
2

0
–3

2
3

; C
at.  Fran

k
fu

rt a.  M
. 1

9
7

3
, n

o
s.  8

8
–9

1
; Strau

ss 

1974, vo
l.  2, p

p
.  876–879, n

o
s. 1505/18–20.

一
方
、
中
央
画
面
に

相
当
す
る
素
描
も
同
じ
く
灰
色
に
地
塗
り
し
た
紙
に
同
様
の
技
法
で
描

か
れ
て
お
り
、現
在
は
バ
ー
ゼ
ル
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
デ
ュ
ー

ラ
ー
工
房
《
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
の
丘
》
四
七
×
三
二
・
九
㎝ 

、
バ
ー
ゼ
ル

美
術
館
銅
版
画
室
（in

v.  n
o

. 1849.   37

）。
こ
の
素
描
に
つ
い
て
の
基

本
情
報
は
以
下
を
参
照
。W

in
kler 1936–1939, vo

l.  2, p
p

.  47–50, 

n
o

.  319; Strau
ss 1974, vo

l. 2, p
p

.  880–881, n
o

. 1505/22.

本
素
描

に
関
し
て
は
、
描
写
の
質
や
既
存
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
作
品
か
ら
の
モ
チ
ー

フ
の
借
用
等
の
観
点
か
ら
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
真
筆
性
に
だ
び
だ
び
疑
問

が
呈
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
も
部
分
的
に
は
工
房
作
と
の
立
場
を
と
る
。

以
下
を
参
照
。H

irakaw
a 2009, p

p
.  25–32.

5 

油
彩
、
板（
樅
？
）、
翼
部
各
二
五
五
×
一
〇
〇
㎝
、
中
央
画

面
二
五
五
×
一
九
〇
㎝
、
ウ
ィ
ー
ン
、
大
聖
堂
・
司
教
区
美
術
館

（in
v.  n

o
.   L–58

）。
こ
の
祭
壇
画
に
関
す
る
基
本
情
報
は
以
下
を
参
照
。

T
h

au
sin

g 1
8

7
1

, p
p

.  8
1

–8
5

; C
at. V

ien
n

a 1
9

8
7

,  p
p

.  1
3

1
–1

3
6

; 

W
eih

–K
rü

ger 1981, p
p

.  298–299; M
etzger 2002 p

p
.  235–244, 

cat.   n
o

.  9.

6 

モ
ノ
グ
ラ
ム
と
一
五
〇
九
年
の
年
記
入
り
、
茶
の
イ
ン
ク
、
ペ

ン
、
水
彩
、
紙
四
二
・
二
×
二
八
・
三
㎝
、
バ
ー
ゼ
ル
美
術
館
銅
板
画
室

（in
v.  n

o
.  1851.  3.

）。
こ
の
素
描
の
基
本
情
報
に
つ
い
て
は
以
下
を
参

照
。W

in
kler 1936–1939, vo

l.  2, p
p

. 133–134, n
o

. 466; Strau
ss 

1
9

7
4

, vo
l. 2

, p
p

. 1
0

8
0

–1
0

8
1

, n
o

. 1
5

0
9

/4
; E

x
h

.  cat. B
asel an

d
 

B
erlin

 1997–1998, p
p

.  146–147, n
o

.  10–23.

7 

油
彩
、
板
、
一
七
七
×
一
二
二
㎝
。
現
在
は
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
南

東
二
〇
km
の
小
村
ア
ウ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
あ
る
「
雪
の
聖
母
」
巡
礼
教
会

に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

8 

モ
ノ
グ
ラ
ム
と
一
五
一
一
年
の
年
記
入
り
、
茶
の
イ
ン
ク
、
ペ

ン
、
水
彩
、
紙
、
一
〇
・
九
×
三
〇
㎝
、
ベ
ル
リ
ン
銅
版
画
室

（in
v.  n

o
.  K

d
Z

54.

）。
こ
の
素
描
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。W

in
kler 

1
9

3
6

–1
9

3
9

, vo
l.  2

, p
p

. 1
5

4
–1

5
5

, n
o

.  5
0

8
; Strau

ss 1
9

7
4

, vo
l.  3

, 

p
p

.  1256–1257, n
o

.  1511/2; C
at. B

erlin
 1984, p

p
.  66–67.
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9 

モ
ノ
グ
ラ
ム
と
一
五
一
三
年
の
年
記
入
り
、
油
彩
、
板
一
六
七
×

六
五
三
㎝
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
、
聖
ゼ
ー
バ
ル
ト
教
会
。
こ
の
墓
碑

画
の
基
本
情
報
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
の
こ
と
。Stried

er 1993, 

p
p

.  134–135, 259, n
o

.  131.
10 
祭
壇
画
制
作
当
時
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
赴
い
て
い

た
。
本
祭
壇
画
の
制
作
の
経
緯
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。H

irakaw
a 

2009, p
p

.  23–33, 50–52.

11 

ク
ル
ム
バ
ッ
ハ
の
初
期
の
画
歴
お
よ
び
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
以
下
を
参
照
。Lö

h
r, p

p
.   9–13.

12 

ヤ
ー
コ
プ
・
へ
ラ
ー
に
宛
て
た
一
五
〇
九
年
八
月
二
六
日
付
の
手
紙

で
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
本
件
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。「
ユ

ル
ク
・
タ
ウ
ズ
ィ
氏
は
、
こ
の
板
絵
﹇
ヘ
ラ
ー
祭
壇
画
の
意
﹈
と
同

じ
規
模
と
入
念
さ
と
大
き
さ
で
、
風
景
の
中
に
い
る
聖
母
の
絵
を
描

い
て
欲
し
い
と
自
ら
申
し
出
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
彼
は
私

に
四
百
グ
ル
デ
ン
支
払
お
う
と
な
さ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
私
は
彼
に

き
っ
ぱ
り
と
お
断
り
し
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
で
は
私
は
乞

食
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。」“H
err Jö

rg Tau
sy h

at sich
 vo

n
 

jh
m

e selb
st erb

o
tten

, in
 d

er m
aß

, fl
eiß

 vn
d

 grö
ß

 d
ieser taffel 

ein
 M

aria b
ild

t zu
 m

ach
en

, in
 ain

er lan
d

sch
afft. D

au
o

n
 w

o
lle 

er m
ir geb

en
 400fl

. D
as h

ab
 ich

 ih
m

e glatt ab
gesch

lagen
, d

en
 

ich
 m

ieste zu
 ain

em
 b

ettler d
aro

b
 w

erd
en

. ” R
u

p
p

rich
 1956, 

p
p

. 72–73, n
o

. 19, ll, 44–45. 

前
川
誠
郎 

一
九
九
九
年
、
九
二
―
九
五
、

特
に
九
三
―
九
四
頁
。
本
書
簡
と
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
《
東
屋
の
聖
家
族
》

お
よ
び
ブ
ロ
イ
作
品
と
の
関
連
を
最
初
に
指
摘
し
た
の
は
ブ
ス
ハ
ル
ト

で
あ
る
。B

u
sh

art 1994, p
p

. 102–103, 381, n
.  256.

13 

油
彩
、
板
一
七
二
×
一
二
〇
㎝
、
ア
ン
ス
バ
ッ
ハ
、
聖
グ
ン
ベ
ル

ト
ゥ
ス
教
会
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
構
想
素
描
は
ベ
ル
リ
ン
銅
板
画
室
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
（in

v.  n
o

.  K
D

Z
1538, W

. 184

）。
以
下
を
参
照
の
こ
と
。

W
in

k
ler 1

9
3

6
–1

9
3

9
, vo

l.  1
, p

p
. 1

2
6

–1
2

7
, n

o
. 1

8
4

; R
u

p
p

rich
 

1956, p
.  216, n

o
. 2; Ex

h
. cat. N

u
rem

b
erg 1961, p

. 142, n
o

. 241; 

Strau
ss 1

9
7

4
, vo

l.  2
, p

p
.  1

0
7

0
–1

0
7

1
, n

o
. 1

5
0

8
/2

8
; Stried

er 

1993, p
.  247, n

o
.  118.

14 

十
五
、十
六
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
け
る
素
描
愛
好
に
つ
い
て
は
以
下
の

拙
稿
を
参
照
。H

irakaw
a 2009 p

p
.  39–47.

15 

モ
ノ
グ
ラ
ム
と
一
五
〇
五
年
の
年
記
入
り
、
ペ
ン
と
筆
、
白
と
黒
の

イ
ン
ク
、
深
緑
に
地
塗
り
し
た
紙
、
五
八
×
四
〇
㎝
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、

ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
（in

v. n
o

. 8406

）。
以
下
を
参
照
。W

in
kler 

1936–1939, vo
l.  2, p

p
.  30, 40–43, n

o
.  317; Strau

ss 1974, vo
l.  2, 

p
p

.  846–865, n
o

.  1505/3.

16 

油
彩
、
板
、
一
七
二
・
五
×
一
一
九
㎝
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美

術
館
（in

v.  n
o

.  SK
–A

–4921

）。
油
彩
、
カ
ン
ヴ
ァ
ス
（
板
か
ら
の
移

し
か
え
）、
一
七
六
・
五
×
一
二
三
㎝
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
、
美
術
歴
史
博

物
館
（in

v.  n
o

.  1845–7

）。
油
彩
、
カ
ン
ヴ
ァ
ス
（
板
か
ら
の
移
し

か
え
）、
一
六
九
×
一
一
八 

㎝
、
ナ
ン
シ
ー
美
術
館
（in

v.  n
o

.  1076

）。

油
彩
、
板
、
一
七
四
×
一
一
九 

㎝
、
ド
ー
ル
美
術
館
。
油
彩
、
カ
ン

ヴ
ァ
ス
（
板
か
ら
の
移
し
か
え
か
？
）、
一
六
一
×
一
一
六
㎝
、
所
在
不

明
（
一
九
九
四
年
一
月
一
二
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ズ

で
競
売
（n

o
.  68

））。
以
下
を
参
照
。Fried

län
d

er 1933/1974, vo
l.  

11, p
. 78, n

o
s. 107–107a, p

l.  91; Lo
ssky 1959, p

. 161; Filed
t K

o
k 

1
9

9
6

, p
p

.  3
5

5
, n

. 1
, p

.  3
5

7
, n

.  1
4

; C
at. N

an
cy 1

9
0

9
, p

p
.  8

2
–8

3
, 

cat. n
o

.  250. 

17 
Filed

t K
o

k 1996, p
p

.  339–354.

18 

署
名
と
一
六
一
五
年
の
年
記
入
り
、
エ
ン
グ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
グ
、

五
四
・
七
×
三
八
・
九
㎝
。 Strau

ss 1980, p
.  87, B

.  97.
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幻の名画を求めて

19 
例
え
ば
以
下
の
論
考
な
ど
。Lo

ssky 1959, p
p

. 160–161; Filed
t 

K
o

k 1996, p
.  348.

20 

ル
カ
ス
・
フ
ァ
ン
・
レ
イ
デ
ン
へ
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
版
画
の
影
響
に

つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。V

o
s 1978, p

p
.  39–50; C

at. Z
u

rich
 2000, 

p
p

.  138–140.

21 
R

up
p

rich
 1956, p

p
.  174–175, ll. 16–18, 21–22.  

前
川
一
九
九
六

年
、
一
二
二
―
一
二
三
、一
二
七
頁
。

22 

デ
ュ
ー
ラ
ー
作
品
の
値
段
に
つ
い
て
、
拙
著
を
参
照
。H

irakaw
a 

2009, p
p

. 71–79.

23 

ま
た
、
全
五
作
品
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
を
嘲
笑
す
る
兵
士
の
胴

着
に
「
L
」
の
飾
り
文
字
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
ナ
ン
シ
ー
美
術

館
お
よ
び
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
美
術
館
作
品
の
文
字
に
つ
い
て
は
以
下
を
参

照
。C

at. N
an

cy 1
9

0
9

, p
p

.  8
2

–8
3

, cat. n
o

.  2
5

0
; Lo

ssky 1
9

5
9

, 

p
p

. 160–161.

24 

註
一
二
参
照
。《
オ
ー
バ
ー
・
ザ
ン
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ト
祭
壇
画
》
右

翼
部
内
側
で
も
、「
キ
リ
ス
ト
の
復
活
」
か
ら
「
わ
れ
に
触
れ
る
な
」

に
図
像
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。

25 

テ
ン
ペ
ラ
、
板
に
貼
り
つ
け
た
紙
、
三
一
・
四
×
一
五
・
四
㎝
、
ヴ
ァ

レ
ン
シ
ア
美
術
館
蔵
（inv. no. 2318

）。
画
中
の
銘
板
に
は
、
次
の

よ
う
な
銘
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
ア
ル
ブ
レ
ヒ

ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
聖
母
の
ご
出
産
の
後
一
五
一
〇
年
に
制
作
し
て
い

た
／
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
の
ヤ
コ
プ
・
フ
フ
ナ
ー
ヘ
ル
が
一
六
〇
〇

年
に
こ
の
よ
う
に
色
彩
を
施
し
て
い
た
（A

LB
ER

T
V

S D
V

R
ER

 N
O

-

R
EN

B
ER

G
EN

SIS FA
C

IEB
A

T
 P

O
ST

 V
IR

G
IN

U
S PA

R
T

V
M

 151
0

/

C
O

LO
R

IB
V

S SIC
 ILLU

ST
R

A
B

A
T

 JA
C

O
B

U
S H

O
U

F
N

A
G

E
U

S. 

A
N

T
V

E
R

P. 1
6

0
0

）」C
at. Alicante and Valencia 2002, pp. 132–

133, 270–271; K
aufm

ann 1988, p. 212, no. 10. 3. 

26 

水
彩
お
よ
び
不
透
明
水
彩
、
板
に
貼
り
つ
け
た
羊
皮
紙
、
四
三
×

三
二
㎝
、
ウ
ィ
ー
ン
、
美
術
史
美
術
館
（inv. no.1932

）。
板
の
裏
面

に
「
ダ
ニ
エ
ル
・
フ
レ
ー
シ
ュ
ル
に
よ
る
（Von daniel freschl

）」
の

文
字
が
確
認
さ
れ
る
。Exh. cat. V

ienna 1994, p. 144–145, no. 49; 
K

aufm
ann 1988, pp. 173–174, no. 3. 2.

も
と
と
な
っ
た
デ
ュ
ー

ラ
ー
の
素
描
《
授
乳
の
聖
母
》（
一
五
一
二
年
の
年
記
と
デ
ュ
ー
ラ
ー

の
モ
ノ
グ
ラ
ム
入
り
、
紙
、
木
炭
、
四
一
・
八
×
二
八
・
八
㎝
、
ウ
ィ
ー

ン
、
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー
ナ
版
画
素
描
館
（inv. no. 4848–D

103

））
に

つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。W

inkler 1936–1939, vol. 3, pp.  7–8, 
no. 512; Strauss 1976, vol.  3, pp. 1308–1309, no. 1512/6; Exh. 
cat. V

ienna 1971, pp. 290–291, no. 82.

27 

油
彩
、
板
、
三
四
×
二
六
㎝
、
ロ
ー
マ
、
ド
ー
リ
ア
・
パ
ン
フ
ィ
ー

リ
美
術
館
（inv.  no. 28

）。Ertz 1979, p.  433–440, 575, no. 109, 
fig. 529; Exh. C

at. A
ntw

erp, Essen and V
ienna 1997–1998, 

pp. 169–171, cat.  no. 38. 

も
と
と
な
っ
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
素
描
《
動

物
の
聖
母
》（
ペ
ン
、
水
彩
、
紙
、
三
二
・
一
×
二
四
・
五
㎝
、
ウ
ィ
ー

ン
、
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー
ナ
版
画
素
描
館
（inv. no.  3066–D

. 50

））
に

つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。W

inkler 1936–1939, vol.  2, pp.  22–24, 
no. 296; Exh. cat. V

ienna 1971, pp. 170–171, no. 26; Strauss 
1974, vol. 2, pp. 696–698, no. 1503/22.

28 

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
モ
ノ
グ
ラ
ム
お
よ
び
「
構
想
者
一
五
〇
五
年
、
ブ

リ
ュ
ー
ゲ
ル
が
一
六
〇
四
年
に
制
作
し
た
（IN

VEN
TO

R 1505 
BRVG

H
EL FEC

. 1604

）」
の
銘
、
油
彩
、
板
、
六
二
×
四
二
㎝
、
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
（inv.  no. 1083

）。Ertz 1979, 
p. 433–440, 575, no. 108, fig. 527.

29 
K

aufm
ann 1988, pp. 173, 211.

30 

ヤ
ン
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル（
父
）の
プ
ラ
ハ
滞
在
に
つ
い
て
は
以
下
を
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参
照
。W

inner 1961, pp.  211–215; Zw
ollo 1968, pp. 119–180, 

esp. 171–175; N
eum

ann 1970, pp. 142–167, esp. 151–154.

31 

「
よ
り
新
し
い
も
の
を
欲
す
る
者
は
、（
機
会
が
あ
る
な
ら
）
プ
ラ

ハ
へ
、
現
代
に
お
け
る
世
界
最
大
の
絵
画
芸
術
愛
好
家
、
す
な
わ
ち
、

ロ
ー
マ
皇
帝
ル
ド
ル
フ
二
世
の
も
と
へ
足
を
運
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
そ

し
て
、
皇
帝
の
居
城
お
よ
び
そ
の
他
権
勢
を
誇
る
愛
好
家
た
ち
の
あ

ら
ゆ
る
芸
術
室
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
傑
出
し
た
高
価
な
品
を
、
調

べ
た
り
、
見
積
っ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
や
価
格
を
計
算
し
な
が

ら
、
見
て
み
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
莫
大
な
額
に
な
る
こ

と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。」 “M

aer die daer nieuw
er begheerde / die 

en hoefde (soo ’t hem
 gheleghen w

aer) m
aer te gaen tot Praga / 

by den teghenw
oordigen m

eesten Schilder–const–bem
inder 

der W
eerelt / te w

ete/ den R
oom

schen C
aesar R

hodolphus 
de tw

eedde/ sien in zijn K
eyserlijcke w

ooninghe / en oock 
elder in alle C

onst–cam
ers der m

achtighe Lief–hebbers / alle 
d ’uytnem

ende costlijcke stucken / ondersoeckende / oberslaende
/ en rekende yeders w

eerde en prijs  / om
 te sien w

at m
ercklijcke 

som
m

e hy vinden sal. ”

（
カ
レ
ル
・
フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
『
画
家
の

書
』
第
一
部
「
高
貴
で
自
由
な
る
絵
画
芸
術
の
基
礎
」
序
文
よ
り
） Van 

M
ander 1973(1604), pp. 40–41, fol. 4v.

32 

「
今
日
、
皇
帝
の
宮
殿
に
は
、
九
つ
の
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。
古

の
、
そ
し
て
現
代
の
有
名
画
家
の
手
に
よ
る
三
千
を
こ
え
る
絵
画
が
そ

こ
に
は
あ
っ
て
、
幾
つ
も
の
広
間
、
あ
ら
ゆ
る
回
廊
や
諸
間
を
満
た
す

だ
け
で
な
く
、
多
く
の
も
の
が
束
に
し
て
包
ま
れ
、
積
み
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
本
当
に
た
く
さ
ん
の
も
の
が
、
宮
殿
を
飾
る
か
わ
り
に
、
で

あ
る
。」 “O

ggi di si trovano nel palazzo di cesare nove curiosità, 
essendo le pitture in num

ero di tre m
ille a più quadri di m

ano 

di pittorifam
osi antichi et m

oderni, che non solo riem
piono le 

sale, tutte le galerie e tutte le stanze, m
as ese sono una quantita 

im
m

ensa involte e am
assate in m

ucchi, che abondano tanto, che 
in vece d ’ornar il palazzo. ”

（
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
使
節
ソ
ラ
ン
ツ
ォ
の

一
六
一
二
年
三
月
五
日
の
手
紙
）Garas 1970, p. 134.

33 

ル
ド
ル
フ
二
世
が
こ
れ
ら
を
入
手
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
以
下
を
参

照
。H

irakaw
a 2009, pp. 90–93.

34 

こ
の
財
産
目
録
は
バ
ウ
ア
ー
と
ハ
ウ
プ
ト
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
。

Bauer and H
aupt 1976.

35 

「
二
七
〇
七
番
様
々
な
銅
版
画
を
収
め
た
、
羊
皮
紙
に
綴
じ
ら
れ
た

王
判
の
大
型
本
。
A. 

D.

、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
・
ボ
ー
ナ
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
・

ダ
ル
ビ
ー
ニ
、
ア
ン
ド
レ
ア
・
デ
ル
・
サ
ル
ト
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
全
作
品
／
二
七
〇
九
番
羊
皮
紙
の
中
型
本
に
と
も
に
収

め
ら
れ
た
A. 

D.

の
木
版
画
お
よ
び
銅
版
画
／
二
七
二
六
番 

A. 

D.

と

L
・
レ
イ
デ
ン
の
銅
版
画
」 “2707 Ein groß buch inn regalform

a in 
pergam

en gebunden, von underschidlichen in kupfer gestochen 
stuckhen, alles von A. D

., M
ich: Angelo Bona:, R

affael d ’U
rbini, 

Andrea del Sarto, di Francescho Bolognia; 2709 A. D
.holtz und 

kupferschnit beysam
en in einem

 buch, m
ediangröß, in perga-

m
en; 2726 Von A

. D
. und L. Leiden kupferstich

” Bauer and 
H

aupt 1976, pp. 135–136, nos. 2707, 2709, 2726.

36 

「
一
九
八
五
番
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
に
よ
り
彫
ら
れ
た

A. 

D.

の
銅
板
。
聖
エ
ウ
ス
タ
キ
ウ
ス
／
一
九
九
一
番
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム

の
エ
ラ
ス
ム
ス
の
肖
像
の
銅
板
。
A. 

D.

が
自
ら
彫
っ
た
。
一
五
二
六

年
／
一
九
九
三
番
A. 

D.

に
よ
っ
て
彫
ら
れ
た
銅
版
。
騎
乗
の
騎
士
、

彼
の
横
に
は
死
神
が
砂
時
計
を
手
に
馬
に
乗
っ
て
い
る
。
そ
の
後
ろ
に

は
悪
魔
。
一
五
一
三
年
／
一
九
九
四
番
A. 

D.

に
よ
っ
て
彫
ら
れ
た
八
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幻の名画を求めて

切
判
の
銅
版
。
野
を
散
策
す
る
恋
人
の
女
性
を
連
れ
た
男
。
木
の
後
ろ

に
は
砂
時
計
を
手
に
し
た
死
神
が
い
る
／
一
九
九
五
番
A. 
D.

に
よ
っ

て
彫
ら
れ
た
八
切
判
の
銅
版
。
マ
イ
ン
ツ
選
帝
侯
で
あ
る
枢
機
卿
の
肖

像
。
一
五
二
三
年
／
二
〇
〇
〇
番
A. 

D.

に
よ
っ
て
彫
ら
れ
た
銅
板
。

聖
夜
／
二
〇
〇
一
番
A. 
D.

の
手
に
よ
る
銅
板
。
幼
子
を
抱
い
た
聖
母

と
彼
女
の
上
を
舞
う
一
人
の
天
使
／
二
〇
〇
二
番
A. 

D.

の
銅
板
。
幼

子
を
抱
き
、
左
手
に
り
ん
ご
を
も
つ
聖
母
／
二
〇
〇
三
番
A. 
D.
の

手
に
よ
り
彫
ら
れ
た
銅
板
。
幼
子
を
抱
き
三
日
月
の
上
に
立
つ
聖
母
／

二
〇
〇
七
番
A. 

D.

が
自
ら
彫
っ
た
銅
板
。
一
五
〇
四
年
の
ア
ダ
ム
と

エ
ヴ
ァ
。
大
型
／
二
〇
〇
八
番
A. 
D.

の
手
で
彫
ら
れ
た
小
銅
板
。
馬

と
ひ
げ
を
は
や
し
た
兵
士
。
一
五
〇
五
年
／
二
〇
〇
九
番
A. 

D.

の
手

で
彫
ら
れ
た
小
銅
板
。
り
ん
ご
を
手
に
幼
子
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
抱

い
た
聖
母
。
彼
女
に
冠
を
授
け
る
二
人
の
天
使
／
二
〇
一
〇
番
A. 

D.

自
ら
の
手
に
よ
る
小
銅
板
。
縛
ら
れ
た
桂
冠
の
キ
リ
ス
ト
。
一
五
一
二

年
／
二
〇
一
一
番
A. 

D.

自
ら
の
手
に
よ
る
、
十
字
架
の
そ
ば
に
立

つ
桂
冠
の
キ
リ
ス
ト
の
も
う
一
枚
の
銅
板
／
二
〇
一
二
番
A. 

D.

自

ら
の
手
に
よ
る
ま
た
別
の
小
銅
板
。
聖
母
が
幼
子
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

に
授
乳
す
る
様
子
」 “1985 Ein kupfer von A. D

. Albrecht D
ürer 

geschnitten ist St. Eustachius; 1991 Ein kupfer ist des Erasm
i 

R
oterdam

i conterfett, hatt A
. D

. selben gestochen A
o 1526; 

1993 Ein kupfer von A. D
. geschnitten. ist ein ritter zu pferd, 

neben ihm
e reit der todt m

it einer sanduhr, hinder ihm
e der 

böß feindt Ao1513; 1994 Ein stuck kupfer in octava von A. D
. 

geschnitten, ist ein verliebter m
it seiner am

orosa in grienen 
spazierendt, hinter einem

 baum
 steht der todt m

it einer santuhr; 
1995 Ein stuckh kupfer von A

. D
. geschnitten in 8va, ist das 

conterfett des cardinal und curf: zu M
aintz Ao1523; 2000 Ein 

kupfer von A
. D

. geschnitten, ist ein w
eynachten; 2001 Ein 

kupfer von A. D
. hand, unser frau m

it dem
 kindl und ein engel 

ob ihr schw
ebendt; 2002 Ein kupfer von A. D

. ist unser fraw
 

m
it dem

 kindl und hatt ein apfer in der lincken hand; 2003 Ein 
kupfer von A. D

. hand geschnitten, ist unser fraw
 m

it dem
 kindl, 

steht auf dem
 m

onschein; 2007 D
es A

. D
. aigen geschnitten 

kupfer Adam
 und H

eva von Ao 1504 ist das grossere; 2008 Ein 
stückl kupfer von A. D

. hand geschnitten,ist ein pferd und ein 
kriegsm

an m
it einer hallebart dabey. Ao1505; 2009 Ein stückhl 

kupfer von A. D
. hand geschnitten, ist unser fraw

 m
it dem

 apfer 
und kind IH

S, sam
bt 2 engel, die ihr ein kron bringen; 2010Ein 

klein kupferlin von A
. D

. aigen hand, ist ein gegundener ge-
kronter C

H
O

.Ao1512; 2011 Ein anders von A. D
. aigen hand 

gekrönter C
H

O
, beim

 creutz stehendt; 2012 Ein ander kleins 
kupferlin von A. D

. aigen hand, ist w
ie unser fraw

 das kind IH
S 

seugt. ” Bauer and H
aupt 1976, pp. 104–105, nos. 1985, 1991, 

1993–1995, 2000–2003, 2007–2012.

こ
れ
ら
の
銅
版
画
原
板
は
す

べ
て
消
失
し
た
。
作
品
の
同
定
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。H

irakaw
a 

2009, pp.  94–95, n. 193.

37 

「
二
六
九
五
番 

A. 

D.

王
判
の
、
白
い
革
で
綴
じ
ら
れ
た
二
冊
の
本
。

彼
の
最
高
の
図
案
、
下
絵
、
肖
像
そ
し
て
素
描
／
二
七
六
三
番 

A. 
D.

幾
つ
か
の
彼
の
劣
っ
た
図
案
、
あ
る
い
は
素
描
、
そ
の
他
の
古
い
ド
イ

ツ
の
親
方
達
の
も
の
も
。
古
い
緑
の
羊
皮
紙
に
綴
じ
ら
れ
た
本
の
中
に

あ
り
。」 “2695 A. D

. 1. 1 zw
ey bücher in regalgröß, in w

eiß leder 
gebunden, seine besste handtriß, visierung, conterfett und zaich-
nus; 2763 A. D

. ettlich von seinen schlechtesten handtriß oder 
zaichnus, w

ie auch von ander alten teütschen m
aistern, in einem
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alten in grien pergam
en gebunden buch. ” Bauer and H

aupt 
1976, pp. 135, 138.

38 
Exh. cat. V

ienna 1971, p. 47.
39 

Bauer and H
aupt 1976, pp. 134–135, 138.

40 
H

irakaw
a 2009, pp. 114–115.

41 

「
デ
ュ
ー
ラ
ー
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。

K
auffm

ann 1954, passim
; K

aufm
ann 1985/2004, pp. 7–13; 

K
aufm

ann 1993, pp. 79–99; Schütz 1994, passim
.

42 

デ
ュ
ー
ラ
ー
版
画
の
絵
画
化
に
つ
い
て
は
以
下
の
研
究
が
あ
る
。

G
m

elin 1983; Exh. cat. Baltim
ore and Saint Louis 2002–2003.

43 

ヴ
ィ
リ
バ
ル
ト
・
イ
ム
ホ
フ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、

一
五
七
三
年
に
ヴ
ィ
リ
バ
ル
ト
自
身
が
編
纂
し
た
『
美
術
収
集
品
に

関
す
る
財
産
目
録
』、
一
五
四
六
年
か
ら
一
五
六
九
年
に
か
け
て
の
出

来
事
を
記
録
し
た
『
備
忘
録
』、
一
五
六
四
年
か
ら
一
五
七
七
年
に
か

け
て
の
記
載
が
あ
る
『
家
計
帳
』、
お
よ
び
、
彼
の
死
後
、
一
五
八
〇

年
に
起
草
さ
れ
た
『
遺
産
目
録
』
が
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
市
立
図
書
館
お

よ
び
ド
イ
ツ
民
族
博
物
館
に
現
存
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
史
料
は
、

ポ
ー
ル
に
よ
っ
て
近
年
出
版
さ
れ
、
容
易
に
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
。Pohl 1992. 

ま
た
、
ヴ
ィ
リ
バ
ル
ト
・
イ
ム
ホ
フ
の
デ
ュ
ー

ラ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
優
れ
た
研
究
に
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

Budde 1996.

44 

こ
の
目
録
は
、
ヴ
ィ
リ
バ
ル
ト
・
イ
ム
ホ
フ
の
未
亡
人
ア
ン
ナ
か
ら

ル
ド
ル
フ
二
世
に
宛
て
た
一
五
八
八
年
十
二
月
三
十
日
付
け
の
手
紙
の

末
尾
に
付
さ
れ
て
、
一
八
〇
三
年
に
キ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
に
よ
っ
て
刊
行

さ
れ
た
。Budde1996, p. 103. 

以
下
に
リ
ス
ト
全
文
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。Exh. cat. V

ienna 1985, pp.  261–262. 

該
当
箇
所
は
以
下
の

通
り
。「
一
〇
番
聖
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
、小
品
、水
彩
／
一
七
番
デ
ュ
ー
ラ
ー

の
手
で
着
色
さ
れ
た
エ
ウ
ス
タ
キ
ウ
ス
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
メ
ラ
ン
コ
リ

ア
、
着
色
」 “10 St. H

ieronym
us, klein, W

asserfarbe; 17 Eustachius, 
von D

ürer ’s H
and illum

inirt. M
elancholia A

lbrecht D
ürer ’s 

illum
inirt. ” Exh. cat. W

ien 1986, p. 261, nos. 10, 17.

45 

油
彩
、
板
、
四
七
・
五
×
三
四
・
五
㎝
、
ロ
ー
マ
、
ド
ー
リ
ア
・
パ

ン
フ
ィ
ー
リ
美
術
館
（inv. no. 303, location num

ber Q
 36

）。
署

名
や
年
記
は
み
ら
れ
な
い
。
本
作
品
の
来
歴
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。

H
irakaw

a 2009, p. 110, no. 239.

46 

レ
オ
ン
ハ
ル
ト
・
ベ
ッ
ク
《
聖
ゲ
オ
ル
ギ
ウ
ス
》、
油
彩
、
板
、

一
三
四
・
五
×
一
一
六
㎝
、
ウ
ィ
ー
ン
、
美
術
史
美
術
館
（inv.

no. 5669

）。
ス
プ
ラ
ン
ゲ
ル
《
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ニ
ス
》、
油

彩
、
板
、
一
三
五
×
一
〇
九
㎝
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館

（inv. no. N
2224

）。
以
下
を
参
照
。O

berhuber 1964, p. 184; 
C

at. Am
sterdam

 2000, pp. 212–214, no. 91; K
aufm

ann 1988, 
pp. 262–263, no. 20–43.

47 

「
一
三
二
一
番
聖
フ
ー
ベ
ル
ト
ゥ
ス
、
彼
の
前
に
鹿
が
あ
ら
わ
れ
た

場
面
。
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
に
基
づ
く
模
写
」 “1321 Sanct 

H
ubertus, w

ie ihm
 ein hirsch erscheinet, nach Albrecht D

ürren 
copirt. ” Zim

m
erm

ann 1905, p. X
LV

III.

48 

「
彼
の
全
作
品
中
、
版
画
で
は
エ
ウ
ス
タ
キ
ウ
ス
が
第
一
の
地
位
に

あ
る
こ
と
を
、
私
は
芸
術
通
か
ら
伺
い
ま
し
た
。
そ
れ
故
、
皇
帝
ル
ド

ル
フ
二
世
は
そ
の
銅
の
原
板
を
高
額
で
買
い
う
け
、
そ
れ
以
上
使
い
古

さ
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
金
で
塗
ろ
う
と
し
た
と
い
い
ま
す
。」 

“Ex om
nibus vero ejus specim

inibus Eustachium
 in C

aelatura 
prim

as tenere, à peritvs rerum
 accepi, cujus cupream

 lam
inam

 
cum

 Im
perator RV

D
O

LPH
V

S II. fel, m
em

, m
ango redem

isset, 
inaurari voluit, ne am

plius attereretur. ” Andreae 1649, p. 308. 
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以
下
に
ド
イ
ツ
語
訳
が
あ
る
。Lüdecke and H

eiland 1955, 
pp. 100–101.

49 
Schoch et  al. 2001, p. 95.

50 

銅
板
、三
六
・
五
×
二
六
・
五
㎝
、ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
、ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
家
（inv. no. G

r.  A. 7771a.

）。Exh. cat. N
urem

berg 
1990, no. 29.

51 

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
手
に
よ
る
銘
文
、
銀
筆
、
地
塗
り
し
た
紙
、
二
七
・
三

×
一
九
・
五
㎝
、
ウ
ィ
ー
ン
、
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー
ナ
蔵
（inv. no. 4839

）。

52 

《
一
三
歳
の
自
画
像
》
は
、
先
述
の
イ
ム
ホ
フ
家
か
ら
ル
ド
ル
フ
二

世
の
も
と
に
わ
た
っ
た
「
イ
ム
ホ
フ
家
の
作
品
集
」
の
な
か
に
含
ま
れ

て
い
た
。「
イ
ム
ホ
フ
家
の
作
品
集
」
所
収
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
素
描
に
つ

い
て
は
以
下
を
参
照
。Budde 1996, p. 209–323; Exh. cat. V

ienna 
1985, pp. 261–262.

フ
レ
ー
シ
ュ
ル
作
品
の
創
意
に
つ
い
て
は
す

で
に
カ
ウ
フ
マ
ン
ら
が
指
摘
し
て
い
る
。K

aufm
ann 1985/2004, 

pp. 7–10; Schütz 1994, p. 144, no. 49.

53 

デ
ュ
ー
ラ
ー
《
ペ
リ
シ
テ
人
と
戦
う
サ
ム
ソ
ン
（
ゲ
オ
ル
グ
・
フ
ッ

ガ
ー
の
墓
碑
の
た
め
の
下
絵
）》、
モ
ノ
グ
ラ
ム
入
り
、
ペ
ン
と
筆
、
白

と
黒
イ
ン
ク
、
深
緑
に
地
塗
り
し
た
紙
、
三
一
・
五
×
一
五
・
九
㎝
、
ベ

ル
リ
ン
、
銅
版
画
室
（inv. no. K

dZ
4080

）。
以
下
を
参
照
。W

inkler 
1936–1939, vol. 2, pp. 142–147, esp. 144–145, no. 483; Strauss 
1974, vol. 3, pp. 1236–1237, no. 1510/20; C

at. Berlin 1984, 
pp. 60–63, no. 61. 

54 

デ
ュ
ー
ラ
ー
《
ペ
リ
シ
テ
人
と
戦
う
サ
ム
ソ
ン
》、
署
名
と
一
五
一
〇

年
の
年
記
入
り
、
ペ
ン
と
筆
、
白
と
黒
イ
ン
ク
、
灰
色
に
地
塗
り
し
た
紙
、

三
二
・
一
×
一
五
・
六
㎝
、
ベ
ル
リ
ン
、
銅
版
画
室
（inv.  no.  K

dZ
18

）。

W
inkler 1936–1939, vol. 2, p. 146, no. 486; Strauss 1974, vol. 3, 

pp. 1238–1239, no. 1510/21; C
at. Berlin 1984, p. 63, no. 62.

55 

「
五
番
灰
色
に
灰
色
の
フ
ッ
ガ
ー
氏
の
墓
／
二
二
番
開
閉
式
の
黒
い

小
板
絵
。
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
小
さ
な
人
物
像
を
用
い

て
サ
ム
ソ
ン
の
物
語
と
主
キ
リ
ス
ト
復
活
の
物
語
を
描
い
た
」“5 D

er 
H

erren Fuggo Begräbniß grau in grau; 22 Ein schw
arz zu thu-

entes Täfelein hat Albrecht D
ürer m

it kleinen Figuren, Sam
sons 

H
istori und des H

errn C
hristi Auferstehung gem

ahlt ” Exh. cat. 
W

ien 1985, p. 261, nos. 5, 22. 

二
二
番
の
「
サ
ム
ソ
ン
」、
す
な
わ

ち
《
ペ
リ
シ
テ
人
と
戦
う
サ
ム
ソ
ン
》
の
第
二
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
は
、当
時
、

《
復
活
の
キ
リ
ス
ト
》（
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー
ナ
（inv. no. 3126

））
と
と
も

に
板
に
貼
ら
れ
て
二
連
板
を
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

56 

署
名
と
一
五
九
八
年
の
年
記
入
り
、
油
彩
、
銅
板
、
三
六
・
二
×

五
五
・
四
㎝
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
（inv. no.  

823

）。Ertz 1979, pp. 80, 433–440, 566, no. 54, fig. 521.

57 

油
彩
、
板
、
五
八
×
四
〇
㎝
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術

館
（inv. no. 8406

）。

58 

ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
の
歴
代
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
目
録
中
、
例
え
ば
、
以

下
の
よ
う
な
記
載
が
確
認
さ
れ
る
。「
小
さ
な
箪
笥
の
形
を
し
た
こ
の

絵
は
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
絵
画
の
創
意
を
も
示
す
。
前
の

小
さ
な
開
口
部
に
は
、
幾
人
か
の
人
物
を
伴
な
っ
た
あ
る
町
の
近
く
の

風
景
が
み
ら
れ
る
。」“C

e tableau en form
e de petit arm

oire offre 
aussi l ’invention du tableau, laquelle est d ’Albert D

urero. D
ans 

le petit guichet du devant, on voit un paisage avec des figures 
près d ’une ville. ”

（
Ｆ
・
ツ
ァ
ッ
キ
ロ
ー
リ
『
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
大

公
家
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
記
述
』
一
七
八
三
年
。C

at. Florence 1783, 
pp. 109–110, n. 67; 1790,p. 209.

）「
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー

が
緑
の
地
に
鉛
白
で
素
描
し
た
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
の
丘
を
模
写
し
た
の
は
、

疑
い
の
余
地
な
く
彼
﹇
ヤ
ン
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル（
父
）の
意
﹈
で
あ
っ
た
。
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オ
リ
ジ
ナ
ル
は
模
写
の
向
か
い
に
あ
る
。
よ
り
賞
賛
す
べ
き
は
前
者
の

創
意
か
あ
る
い
は
後
者
の
仕
上
げ
か
定
か
で
は
な
い
。」 “D

a lui senza 
controversia è copiato il C

alvario che Alberto D
urero disegnò 

in biacca, e verde terra. L
’originale è a riscontro della copia; si 

stà incerti se più lodare l ’invenzione del prim
o, o la esecuzione 

del secondo. ” 

（
L
・
ラ
ン
ツ
ィ
『
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
殿
下
の
御
命
に

よ
り
拡
大
・
再
編
成
さ
れ
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
大
公
家
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』

一
七
八
二
年
。C

at. Florence 1782 / 1982, p. 137.

）「
ブ
リ
ュ
ー
ゲ

ル
。
遠
景
に
川
の
よ
こ
ぎ
る
素
晴
ら
し
い
町
の
眺
め
の
あ
る
風
景
画
。

こ
の
タ
ブ
ロ
ー
の
中
に
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
に
よ
る
グ
リ
サ
イ
ユ
で
描
か

れ
た
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
の
丘
と
そ
の
向
か
い
に
同
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
に
よ
る

賦
彩
模
写
。」“Brughel.  U

n paysage avec la vue, dans le lointain, 
d ’une ville m

agnifique traversée par une rivière; Au dedans de ce 
tableau; Le C

alvarie peint en grisaille, par A
lb

ert D
u

r, et vis à 
vis la copie en couleura par la m

êm
e B

ru
gh

el.” （『
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

帝
室
・
大
公
家
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』
一
八
一
九
年
。C

at. Florence 1819, 
p. 145.

）

59 

デ
ュ
ー
ラ
ー
素
描
《
大
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
の
丘
》
の
ヤ
ン
・
ブ
リ
ュ
ー

ゲ
ル
に
よ
る
保
存
箱
に
関
す
る
先
行
研
究
の
議
論
お
よ
び
筆
者
の
再

構
成
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
拙
著
を
参
照
。H

irakaw
a 2009, 

pp. 119–128.

60 

ヤ
ン
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
保
存
箱
全
体
の
図
像
解
釈
に
関
す
る
先
行

研
究
の
議
論
お
よ
び
筆
者
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
拙
稿
を
参
照
。

H
irakaw

a 2009, pp. 128–135.

［
図
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